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序　　文

　

文化財は、我が国の長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられてきた国民共有の財産です。

地域の歴史、伝統、文化などの理解のために欠くことのできないものであると同時に、将来の文化

の向上・発展、そして地域のアイデンティティー形成の根幹をなすものです。

とりわけ、地中に埋もれている埋蔵文化財は、文字資料だけでは知ることができない先人の生活

の様子や、文字がまだなかった時代の人々の思想や文化について、私たちに多くの情報を与えてく

れます。

南相馬市内では、東日本大震災からの復旧・復興に伴う工事をはじめ、数多くの開発行為が行わ

れており、長い歴史を経て保存されてきた埋蔵文化財を保護することが必要となっています。この

ような状況のなか、教育委員会では、開発が行われる前に、遺跡の範囲や性格などの資料を得る目

的で、分布調査や試掘調査を実施いたしました。開発に際しては、これらの調査資料をもとに、関

係の方々及び機関と遺跡の保存協議を行い、保存が困難な場合については、記録保存のための発掘

調査を実施いたしました。

本書は、令和２年度に文化庁の補助金の交付を得て実施した南相馬市内遺跡発掘調査事業の調査

成果をまとめた報告書です。今後、これら埋蔵文化財の調査成果が文化財の保護や地域研究ために

活用されることを祈念します。

結びに、試掘調査の実施にご協力賜わりました地権者の皆様、および関係機関の皆様、加えて震

災復旧、復興にご支援、ご尽力頂きました皆様に、心から感謝申し上げます。

令和４年３月

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　南相馬市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　大和田　博行
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例　　言

１．本書に記載した内容は、令和 2 年度に南相馬市教育委員会が実施した南相馬市内の埋蔵文化

財試掘調査、発掘調査の成果報告である。

２．試掘調査・発掘調査等にかかる経費は、文化庁補助金の交付を得ている。

３．発掘調査ならびに報告書刊行は、以下の体制で実施した。

　　・調査期間　令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日

　　・整理期間　令和 3 年 4 月１日～令和 4 年 3 月 31 日

　　・調査主体　南相馬市教育委員会

　　

事 務 局　南相馬市教育委員会文化財課　　　

　　　　　

令和２年度

　　教 育 長 大和田　博行 　主任文化財主事　   佐 川　久

　　事 務 局 長 羽山　時夫 　主 任 主 査　　田中　稔（震災記録誌担当）

 文 化 財 課 長 鈴木　悦子 　主任文化財主事　　佐藤　友之

 課 長 補 佐 兼 文 化 財 係 長 齋藤　直之 　埋蔵文化財調査員　　 濱須　脩（会計年度任用職員）

 課長補佐兼埋蔵文化財担当係長 川 田　強 　市史編纂編集員　　茂木　千恵美（会計年度任用職員）

　　  主任文化財主事 藤 木　海     市史編纂編集員　   中河　仁子（会計年度任用職員）

令和３年度

　　教 育 長 大和田　博行 　文 化 財 主 事　   藤 木 　海

　　事 務 局 長 午来　学 　主任文化財主事　   佐 川　久

 文 化 財 課 長 鈴木　悦子 　主任文化財主事　　佐藤　友之

 課 長 補 佐 兼 文 化 財 係 長 齋藤　直之 　主 事　　笠間　良之

 課長補佐兼埋蔵文化財担当係長 川 田　強 　埋蔵文化財調査員　　濱須　脩（会計年度任用職員） 

　　整理補助員　泉田あずさ・岩崎美和子・寺島千尋・山本樹里・土屋和美

４．発掘調査に際しては、次の機関及び個人から協力を得た。記して感謝の意を申し上げる。

　　尾下博道・尾下みお子・佐藤建設株式会社・株式会社国新・鎌田良博・株式会社ふくしまエナ

　　ジー・株式会社齋藤・松下滋・株式会社紺野工務所・株式会社東北エステート・髙島かよ子・

　　丸三製紙株式会社・柚原静香・南相馬市建設部土木課

　 （順不同　敬称略）
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５．発掘調査、報告書作成にあたり、次の方々から指導・助言を得た。記して感謝申し上げる。

　　文化庁文化財部記念物課・福島県教育委員会・公益法人福島県文化振興財団・津田直子・岡部

　　睦美・渡部紀・大栗行貴・安藤淳・佐藤啓

　 （順不同　敬称略）

６．本報告書に掲載した遺構の文章ならびに挿図・写真図版は調査担当者が執筆・作成した。出土

　　遺物は川田が執筆した。最終的な編集は各担当者と協議して濱須が行った。

７．調査で得られた資料は、南相馬市教育委員会が保管している。

凡　　例
１．図中の方位は真北方向を示し、水糸レベルは海抜高度を示す。

２．本文並びに図作成に使用した記号・略号は、以下の内容を示す。

　　T：トレンチ、SI：竪穴住居跡、SB：掘立柱建物跡、SD：溝跡、SK：土坑、P：ピット、SX：

性格不明遺構、L：基本層位、ℓ：遺構内層位

３．調査区位置図作成に使用した□は調査区を示し、白塗りは遺構未確認調査区、黒塗りは遺構確

認調査区を示す。

遺物凡例

0 （S=1/3） 10cm

口径

ロクロナデ
ミガキ

黒色処理

回転ヘラケズリ

口径

ユビナデ

ヨコナデ

ケズリ

口縁端部（口唇部）

口縁部

頸部

体部

底部 ケズリ

溶着滓

破損箇所
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第Ⅰ章　南相馬市を取り巻く環境

第1節　地理的環境

福島県南相馬市は、福島県太平洋岸の中央部や

や北寄りに位置する。行政境としては、北側は相

馬市、南側は双葉郡浪江町、西側は相馬郡飯舘村

と接する。

浜通り地方の地質は、阿武隈高地東縁部と浜

通り低地帯、双葉断層（岩沼－久之浜構造線）に

より明瞭に区分される。

市内の地形を見ると、西部域に南北方向に連

なる阿武隈高地が縦走し、そこから太平洋に向

かって派生する低丘陵と丘陵間に開析された沖積平野で構成される。阿武隈高地にかかる西側の丘

陵の標高は100ｍ～ 150ｍを測り、海岸部に近い市内中心付近では標高50ｍ～ 60ｍ前後、海岸

部では20ｍ～ 30ｍとなる。

第２節　歴史的環境

南相馬市内に所在する旧石器時代の遺跡としては、大谷地遺跡（１）・畦原Ａ遺跡（２）・畦原Ｃ遺跡

（３）・熊下遺跡（４）・袖原Ａ遺跡（５）・陣ヶ崎Ａ遺跡（６）・南町遺跡（７）・橋本町Ａ遺跡（８）・橋本町Ｂ

遺跡（９）・桜井遺跡（10）、荻原遺跡（11）の11遺跡があり、後期旧石器時代のナイフ形石器や彫刻刀

型石器を出土している。 

縄文時代の遺跡では、宮後Ａ遺跡（12）・宮後Ｂ遺跡（13）から大木７a～10式、八幡林遺跡（14）では

早期から晩期までの土器が出土する。八重米坂Ａ遺跡（15）・羽山Ｂ遺跡（16）・畦原Ｆ遺跡（17）では

早期から前期の遺構・遺物が確認されており、赤沼遺跡（18）・犬這遺跡（19）でも前期の土器が出土し

ている。中期では阿武隈高地裾部にある前田遺跡（20）や、新田川北岸の台地上にある高松遺跡（21）

で大木７b～10式、植松Ａ遺跡（22）で大木10式期の住居跡が調査されている。

太田川流域の上ノ内遺跡（23）・町川原遺跡（24）では後期の綱取式が出土し、片倉の羽山遺跡（25）

では晩期の大洞Ｃ1～Ａ式、高見町Ａ遺跡（26）では晩期中葉の土器と石囲炉をもつ住居跡が調査さ

れている。宮田貝塚（27）・加賀後貝塚(28)・片草貝塚（29）は内陸部に位置する貝塚を伴う前期前半の

集落である。前期後半以降には海岸部にある浦尻貝塚（30）や角部内南台貝塚（31）が代表的な貝塚と

して知られている。 

N

図１　南相馬市位置図
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弥生時代としては天神沢遺跡（32）や桜井遺跡（33）が著名であるが、近年では桜井古墳（34）や川

内廹Ｂ遺跡群Ｆ地点（35）で中期中葉の桝形囲式土器が出土し、高見町Ａ遺跡からは終末期の十王台

式土器が出土している。

 古墳時代では、古墳時代前期に新田川南岸の河岸段丘上に桜井古墳が築造され、周辺の古墳と共

に桜井古墳群上渋佐支群（36）・同高見町支群（37）を構成する。真野川流域の柚原古墳群（38）では周

溝内から塩釜式土器が出土し、高見町Ａ遺跡・桜井Ｂ遺跡（39）・東広畑Ｂ遺跡（40）でも塩釜式土器が

出土している。前方後円墳である上ノ内前田古墳（41）は中期の可能性があり、真野古墳群（42）・横手

古墳群（43）は円筒埴輪を伴うことから、その造営開始は中期末まで遡る可能性がある。この時期の

集落は前屋敷遺跡（44）で南小泉式土器を出土する竪穴住居跡が調査されている。後期になると桜井

古墳群高見町支群・真野古墳群・横手古墳群などで本格的に古墳群の造営が開始される。真野古墳群

は100 基を超える東北地方を代表する後期群集墳である。

後期の集落としては大六天遺跡（45）・迎畑遺跡（46）・地蔵堂Ｂ遺跡（47）、片草古墳群一里段支群

（48）・中村平遺跡（49）で後期から終末期の土器が出土する。終末期の横穴墓のうち大窪横穴墓群

（50）・羽山横穴墓群（51）、浪岩横穴墓群（52）は玄室内部に装飾壁画が見られ、真野川流域の中谷地

横穴墓群は（53）複室構造の玄室を採用している。

奈良・平安時代の遺跡では行方郡家とされる泉官衙遺跡（泉廃寺跡）（54）があり、郡庁院・正倉

院・舘院などが確認されている。横手廃寺跡（55）・真野古城跡（56）・植松廃寺跡（57）・入道廹瓦窯跡

（58）、京塚沢瓦窯跡（59）などは瓦を出土する遺跡であり、寺院や瓦を焼成した遺跡と考えられる。市

内の低丘陵では製鉄に関連した遺跡が多数確認されており、金沢製鉄遺跡群（60）、蛭沢遺跡（61）・川

内廹Ｂ遺跡群（62）・出口遺跡（63）・大塚遺跡（64）・横大道遺跡（65）・館越遺跡（66）などで調査が進

展している。集落遺跡では広畑遺跡（67）を始めとして市内各地で確認されているが、集落の具体的

な構造を知るまでには至っていない。広畑遺跡からは「寺」「厨」などの墨書土器とともに灰釉陶器が

出土し、隣接する泉官衙遺跡との関連が示唆される。大六天遺跡から出土した「小毅殿千之」と刻書さ

れた須恵器は、行方軍団との関わりが。町川原遺跡でも墨書土器が出土しているが、広畑遺跡のよう

な公的機関の施設名を記したものは見られず、異なった性格をもつ集落と考えられる。

主な中世の遺跡としては城館跡が挙げられ、下総国から下向した相馬氏の最初の居城となる別所

館跡（68　現太田神社）や牛越城跡（69）は、相馬氏下向以前の城館跡として良く知られている。小高

城跡（70　現小高神社）は相馬氏の居城として機能した中世城館である。本城跡は嘉暦元年から慶長

十六年に相馬利胤が中村城を築城するまでの約290年間重要な役割を占めた。その他では泉平館跡

（71）・泉館跡（72）・下北高平館跡（73）で調査が行われている。

近世の遺構は、寛文六年以降に築かれた野馬土手と、その出入口となる木戸跡や相馬氏の居城

として再整備された牛越城跡がある。野馬土手は、雲雀ヶ原扇状地を囲む、東西約10km×南北約

2.6kmの範囲に築かれており、土手内外の出入り口となった羽山岳の木戸跡（74）は南相馬市指定

史跡に指定され、良好な形で保存されている。近世後半から近代にかけては中村藩の大規模なたた

らである馬場鉄山（75）や正福寺跡（76）、法憧寺跡（77）で近世墓域の調査が行われている。
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№ 遺跡名 種　別 時　代 № 遺跡名 種　別 時　代

１ 八幡林遺跡 散布地 旧石器・縄文 41 上ノ内前田古墳 古墳 古墳
２ 畦原Ａ遺跡 散布地 旧石器 42 真野古墳群 古墳 古墳
３ 畦原Ｃ遺跡 散布地 旧石器 43 横手古墳群 古墳 古墳
４ 熊下遺跡 散布地 旧石器 44 前屋敷遺跡 集落・散布地 縄文～古墳
５ 袖原Ａ遺跡 散布地 旧石器 45 大六天遺跡 集落・散布地 古墳～平安
６ 陣ヶ崎Ａ遺跡 散布地 旧石器 46 迎畑遺跡 集落・散布地 古墳
７ 南町遺跡 散布地 旧石器 47 地蔵堂Ｂ遺跡 集落・散布地 古墳

８ 橋本町Ａ遺跡 散布地 旧石器 48
片草古墳群
一里段支群

古墳・集落 古墳～平安

９ 橋本町Ｂ遺跡 散布地 旧石器 49 中村平遺跡 集落・散布地 古墳

10 桜井遺跡 散布地・集落
旧石器・縄文・弥生
古墳・奈良・平安

50 大窪横穴墓群 横穴墓 古墳

11 荻原遺跡 散布地・製鉄跡 旧石器・奈良・平安 51 羽山横穴墓群 横穴墓 古墳
12 宮後Ａ遺跡 集落・散布地 縄文 52 浪岩横穴墓群 横穴墓 古墳
13 宮後Ｂ遺跡 集落・散布地 縄文 53 中谷地横穴墓群 横穴墓 古墳
14 八幡林遺跡 散布地 旧石器・縄文 54 泉官衙遺跡 官衙 奈良・平安
15 八重米坂Ａ遺跡 集落・散布地 縄文 55 横手廃寺跡 寺院 平安
16 羽山Ｂ遺跡 集落・散布地 縄文 56 真野古城跡 城館 不明
17 畦原Ｆ遺跡 住落・散布地 縄文 57 植松廃寺跡 寺院 奈良・平安
18 赤沼遺跡 集落・散布地 縄文 58 入道廹瓦窯跡 窯跡 奈良・平安
19 犬這遺跡 散布地 縄文 59 京塚沢瓦窯跡 窯跡・製鉄 奈良・平安
20 前田遺跡 散布地 縄文 60 金沢製鉄遺跡群 製鉄・散布地 弥生・奈良・平安
21 高松遺跡 散布地 縄文 61 蛭沢遺跡 製鉄 奈良・平安
22 植松Ａ遺跡 集落・散布地 縄文 62 川内廹Ｂ遺跡群 製鉄・散布地 弥生・奈良・平安
23 上ノ内遺跡 散布地 縄文 63 出口遺跡 製鉄 平安
24 町川原遺跡 集落・散布地 縄文 64 大塚遺跡 製鉄 平安
25 羽山遺跡 集落・散布地 縄文 65 横大道遺跡 製鉄 奈良・平安
26 高見町Ａ遺跡 集落・散布地 縄文～平安 66 舘腰遺跡 製鉄 平安
27 宮田貝塚 貝塚・散布地 縄文 67 広畑遺跡 集落・散布地 奈良・平安
28 加賀後貝塚 貝塚・散布地 縄文 68 別所館跡 城館 中世
29 片草貝塚 貝塚・散布地 縄文 69 牛越城跡 城館 中世
30 浦尻貝塚 貝塚・散布地 縄文・平安 70 小高城跡 城館 中世
31 角部内南台貝塚 貝塚・散布地 縄文 71 泉平館跡 城館・散布地 中世
32 天神沢遺跡 散布地 弥生 72 泉館跡 城館 中世

33 桜井遺跡 散布地・集落
旧石器・縄文・弥生・古
墳・奈良・平安

73 下北高平館跡 城館 中世

34 桜井古墳 古墳 古墳 74 羽山岳の木戸跡 その他 近世
35 川内廹Ｂ遺跡群 製鉄・散布地 弥生・奈良・平安 75 馬場遺跡 製鉄 近世

36
桜 井 古 墳 群
上 渋 佐 支 群

古墳・散布地 縄文～平安 76 正福寺跡 寺院 近世

37
桜 井 古 墳 群
高 見 町 支 群

古墳・集落 縄文～古墳 77 法憧寺跡 寺院・集落 奈良・平安・近世

38 柚原古墳群 古墳 古墳
39 桜井Ｂ遺跡 集落・散布地 弥生・平安
40 東広畑遺跡 集落・散布地 弥生～平安

表１　南相馬市主要遺跡一覧表
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図２　主要遺跡位置図
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第Ⅱ章　令和２年度本発掘調査・試掘調査の概要

令和２年度に市内遺跡発掘調査で実施した調査は、記録保存を目的とした本調査ならびに市内に

おける各種開発計画に対する保存協議の資料を得るために行った。

記録保存目的の調査は、桜井Ｄ遺跡内における個人住宅建設に伴う調査の１件である。桜井Ｄ遺

跡の本調査は、建物建設範囲である74.9㎡の範囲で調査が実施された。

令和２年度の最終的な実績では、周知の埋蔵文化財包蔵地内において17遺跡20地点にて行った。

試掘調査を開発目的別に見ると、個人住宅建設関連が３件、集合住宅建設関連が１件、農地造成関

連が１件、土砂採取計画関連が７件、太陽光発電施設建設関連が４件、市道改良関連が１件、その

他の民間開発関連が３件を数える。

個人住宅建設関連は、白幡前遺跡、大井花輪館跡、陣ヶ崎Ａ遺跡である。集合住宅関連は、上渋

佐原田遺跡である。農地造成関連は台遺跡である。土砂採取計画関連は、犬塚Ａ遺跡（３地点）、池

ノ沢遺跡（３地点）、天梅Ｂ遺跡である。太陽光発電施設建設関連は、糟内遺跡、小高城跡、太田切遺跡、

南柚木字仲平後地区である。市道改良関連は、泉字町池地区である。民間開発関連は、萱浜原畑遺跡、

野馬土手太田地区、橋本町Ａ遺跡である。

以上の調査については、事前に開発予定地における試掘調査の依頼を受けて調査を実施した。
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１．桜井Ｄ遺跡（18次調査）
２．犬塚Ａ遺跡（１～３次調査）
３．池ノ沢遺跡（４次調査）
４．白幡前遺跡（２次調査）
５．糟内遺跡（１次調査）
６．小高城跡（６次調査）
７．上渋佐原田遺跡（６次調査）
８．太田切遺跡（１次調査）
９．池ノ沢遺跡（５次調査）
10．大井花輪館跡（１次調査）
11．池ノ沢遺跡（６次調査）
12．萱浜原畑遺跡（３次調査）
13．天梅Ｂ遺跡（２次調査）
14．台遺跡（２次調査）
15．野馬土手（太田地区）
16．橋本町Ａ遺跡（２次調査）
17．陣ヶ崎Ａ遺跡（３次調査）
18．南柚木仲平後地区
19．泉字町池地区

２
６

７

11

８

13

15

４

３

５

９

10

12

14

18

19

16

１

17

０ 2㎞(S=1/100000)０ 2㎞(S=1/100000)

N

図３　調査遺跡位置図
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第１項　桜井Ｄ遺跡（18 次調査）

第Ⅲ章　調査成果

　　　第１節　本発掘調査成果

　　第１項　桜井Ｄ遺跡（18次調査）

１．調 査 原 因　個人住宅建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区上渋佐字原田地内

３．調 査 期 間　令和２年 10 月 22 日

　　　　　　　　　　　　　　　～ 11 月 30 日

４．調査対象面積　464.98㎡

５．調 査 面 積　     74.9㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　　佐川　久

　　　　　　　　　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調  査  成  果　開発に伴う事前の試掘調査で

は、開発予定地内に幅２ｍ×長さ10ｍの調査区

を１箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。試掘調査では、現地表面から約30cm

の深さで遺構確認面である黄褐色土層に到達し、遺構及び土師器の出土が確認された。確認さ

れた遺構は、住宅建築工事による破壊を免れることができないことから、住宅建築範囲におい

て、引き続き記録保存のための本発掘調査を実施

した。

　建築範囲内での表土掘削を終えた段階で、調査

区の北壁から中央にかけての範囲に１号竪穴住

居跡（SI1）、東壁南部に２号竪穴住居跡（SI2）が確

認された。

・１号竪穴住居跡（SI1）

　 現地表面から約30cmの深さでSI1が確認され、

基盤層である黄褐色土層を掘り込んでいる状況

が確認された。確認された遺構の範囲は、東辺と

西辺の間隔から約7.5ｍ四方の竪穴住居跡と推定

される。

　SI1の住居内施設は、ピット８基（P１～P６、

P21・P22）、SI1の壁面に沿う形でピット13基（P７

～P９、P11～P20）を検出した。

　床面で確認されたP１～P６、P21・P22の内、規

模が大きく深いP１・P６・P21の３基をSI1の主柱

１次調査１次調査

２次調査２次調査

３次調査３次調査６次調査６次調査

７次調査７次調査

８次調査８次調査

９次調査９次調査

４・５次調査４・５次調査

10 次調査10 次調査

11 次調査11 次調査

12 次調査12 次調査

13 次調査13 次調査14 次調査14 次調査

15 次調査15 次調査

16 次調査16 次調査

17 次調査17 次調査

18 次調査18 次調査

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

NN

開発地区開発地区

本調査範囲本調査範囲

０ 20ｍ(S=1/1000)０ 20ｍ(S=1/1000)

NN

図４　桜井Ｄ遺跡位置図

図５　調査区位置図
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図７　SI1 旧段階・SI3 遺構平面図
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穴と判断した。P１とP６の間隔は約4.2ｍ、P６とP21の間隔も同様に約4.2ｍであり、深さは３

基ともに約60cmを測る。P６の対角線上に存在すると考えられる主柱穴は、調査区の範囲外で

あるため確認できなかった。

　P７～P20は、いずれもSI1の壁際から検出したピットであり、壁柱穴と判断した。南辺の中央

部に集中しているP11～P14の間隔が極端に狭まっている状況が確認できたため、SI1の入り口

を形成していた可能性が考えられる。

　また、床面の検出でカマドは確認されなかったことから、SI1 の調査区外となっている北辺

に敷設されていると推測する。

　主柱穴・壁柱穴以外の遺構では、直径40cm～50cmのピット３基（P2・P4・P22）、直径約

20cmのピット２基（P3・P5）を検出した。P2～4・P22は深さ約20cm、P5は深さ40cmを測る。

・１号竪穴住居跡（SI1）旧段階

　SI1内の貼床を除去したところ、新たにピット12基（P23～P33）、竪穴住居跡１軒（SI3）を検

出した 。確認されたピットは粗掘りと考えられる層の上面で検出している。このことから、貼床

の下から確認されたピット群は、建て替え以前につくられたSI1旧段階の住居内施設であると判

断した。

　ま た 、旧段階での貼床面は確認できなかったことから 、建て替えの際の掘削で旧段階の貼床

は掘削されたと考えられる。

　確認されたP23～P33の内、規模が大きく深いP27・P29・P31を主柱穴と判断した。P29とP31

の間隔は約2.7ｍ、P27とP31の間隔は約3.0ｍである。深さは３基ともに約40cmを測る。P31の

対角線上に存在すると考えられる主柱穴は、調査区の範囲外であるため確認できなかった。ま

た、新段階とは異なり、壁柱穴は確認できず、旧段階の主柱穴と新段階の主柱穴を比較して、新

段階主柱穴の間隔が広がっていることが確認できる。

　SI1の南壁付近で確認されたP23とP26は規模・深さ共にほぼ同様の遺構であり東西で並んで

いることからSI1旧段階の入り口部分に当たると推測する。

　P28は、SI1の北西部で検出した。検出した他の旧段階の遺構から離れた位置で検出しており、

形状も他のピットと異なる。遺構内からは、鉄製の紡錘車とカスガイが出土している。

　P32とP33の検出時は、全体的に焼土・炭化物・黄褐色土ブロックを多量に含んだ暗褐色土

（１層）が検出している。切りあっているP32・P33の上面を、上記の暗褐色土層で覆っている堆積

状況が確認できる。確認された１層の暗褐色土層は明らかに人為的な埋土であり、SI1旧段階の

遺構であるP32・P33を建て替えの際に埋めていると推測する。また、P32・P33に、多量の焼土

ブロックが含まれていることから、SI1旧段階のカマドであった可能性が高い。

　また 、旧段階のSI1を調査していく中で、基盤層である黄褐色土層上に被熱硬化した焼土跡が

検出した。新段階の建て替えの際の掘削の影響か歪な不定形で確認されており、本来の形状は

不明である。上記のように鉄滓が出土しているため、鍛冶炉の可能性も考えられる。検出状況か

ら、旧段階以前の遺構と考えられる。
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 8：黒褐色土（10YR3/2）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒・ロームブロック中量含む
 9：暗褐色土（10YR3/1）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒・ロームブロック中量含む
10：褐色土　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒・ロームブロック多量、焼土粒微量含む
11：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　中　ローム粒中量、ロームブロック少量含む
12：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒・ロームブロック多量含む　貼床
13：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　　弱　　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む　貼床
14：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　　弱　　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む　荒掘り覆土
15：褐色土　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む　荒掘り覆土

SI1南北ベルト（西側）
1：にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性　やや弱　しまり　中　ローム粒少量、炭化物微量
2：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　中　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物微量含む
3：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　中　ローム粒中量、ロームブロック少量含む
4：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒少量、炭化物・焼土粒微量含む
5：黒褐色土　　　（10YR3/2）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒少量含む　黒色土ブロック中量混入
6：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒少量含む
7：黒褐色土　　　（10YR3/2）　粘性　　中　　しまり　中　ローム粒中量、ロームブロック少量含む

根2
1

1 根23
11 113

45 6
789

10

12

12
13

14
15

C C’

SI1（旧）粗掘り

SI1
SI1 南北ベルト（西側）土層断面

根
1 2 3

4a4a

５a

５b6
7 8
9

1011
1111

SI1南北ベルト（東側）
 1：にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒少量、炭化物微量含む
 2：にぶい黄褐色土（10YR3/4）　粘性　　中　　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック少量、焼土粒微量含む
 3：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　　中　　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量含む
4a：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒少量、炭化物・焼土粒微量含む
4b：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒中量、炭化物微量含む　
 5：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック少量、焼土粒微量含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒色土ブロック少量混入
 6：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量含む
 7：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒少量含む　周溝覆土
 8：褐色土　　　　（10YR4/6）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量含む　周溝覆土
 9：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック中量含む　周溝覆土
10：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　　弱　　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量、焼土粒少量含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 貼床
11：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量含む　貼床

12
13

141517
16

17
i

j

k
lm
n

1819

1

４b

SI1（新）P6

SI1（旧）P32
i：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
j：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む
k：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物微量含む
l：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量含む　黒色土ブロック多量混入
m：褐色土　（10YR4/6）　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック少量含む
n：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　強　ローム粒少量、ロームブロック微量含む　黒色土ブロック少量混入

SI1（旧）P32

D D’

SI1（旧）粗掘り
SI1（旧）粗掘り

SI1SI1 南北ベルト（東側）土層断面

SI1P6
a：暗褐色土(10YR3/3)　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒・焼土粒・炭化物少量含む　柱痕
b：暗褐色土(10YR3/3)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・焼土粒・炭化物微量含む　褐色ブロック含む　柱痕
c：暗褐色土(10YR3/4)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒少量、炭化物微量含む　砂レキ少量含む　柱痕
d：褐色土　(10YR4/6)　粘性　弱　　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レキ微量混入
e：褐色土　(10YR4/4)　粘性　弱　　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック少量含む　レキ少量混入　
f：暗褐色土(10YR3/4)　粘性　弱　　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、焼土粒・炭化物微量含む
g：暗褐色土(10YR3/3)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物微量含む
h：暗褐色土(10YR3/4)　粘性　なし　しまり　　弱　　ローム粒少量、ロームブロック中量、炭化物微量含む

a

b

c

d

e

f

g

h h

12：褐色土　（10YR4/4）　粘性　中　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
13：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量、焼土粒微量含む
14：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む　
15：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　強　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物微量含む　
16：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　中　しまり　弱　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
17：褐色土　（10YR4/6）　粘性　中　しまり　中　地山層
18：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量、焼土粒少量含む
19：褐色土　（10YR4/4）　粘性　中　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量含む　
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A A’
SI1 東西ベルト土層断面

SI1
2

北壁土層断面

g
e

f

d

SI1（旧）粗掘り

貼床
貼床

貼床

貼床

貼床

貼床

SI1（旧）粗掘り

SI3

SI1東西ベルト
 1：黄褐色土　　　（10YR5/8）　粘性　　弱　　しまり　　強　　ロームブロック主体層
 2：にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒少量、炭化物微量含む
 3：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒多量、ロームブロック中量含む
 4：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック少量含む
5a：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒中量、ロームブロック少量含む
5b：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　　中　　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む
6a：暗褐色土　　　（10YR3/4）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒少量、炭化物微量含む
6b：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　やや強　ローム粒少量、ロームブロック中量含む
 7：にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
 8：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　やや弱　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量含む
 9：黄褐色土　　　（10YR5/6）　粘性　やや強　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量含む
10：褐色土　　　　（10YR4/6）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒多量、ロームブロック中量含む　黒色土ブロック少量混入
11：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒多量、ロームブロック少量含む　黒色土ブロック多量混入
12：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒少量含む　周溝覆土
13：褐色土　　　　（10YR4/6）　粘性　やや強　　しまり　強　　ローム粒・ロームブロック多量含む　貼床
14：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、　炭化物・焼土粒少量含む　貼床
15：褐色土　　　　（10YR4/4）　粘性　　中　　しまり　　中　　ローム粒・ロームブロック多量含む　貼床
16：褐色土　　　　（10YR4/6）　粘性　やや強　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量含む　貼床
17：褐色土　　　　（10YR4/6）　粘性　　弱　　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック微量、炭化物少量含む　貼床
　　

18：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む　荒掘り覆土
19：褐色土　（10YR4/4）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量含む　荒掘り覆土
20：黄褐色土（10YR5/6）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量含む　黒色ブロック少量混入　荒掘り覆土
21：黄褐色土（10YR4/4）　粘性　弱　しまり　弱　地山漸移層　
22：暗褐色土　（10YR3/4）粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む　荒掘り覆土

北壁土層断面
Ⅰ：にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性　なし　しまり　やや強　ローム粒少量含む
Ⅱ：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　　強　　ローム粒多量、炭化物・焼土粒微量含む
Ⅲ：暗褐色土　　　（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　　強　　ローム粒少量、炭化物・焼土粒微量含む
Ⅳ：褐色土　　　　（10YR4/6）　地山層

SI1 
　1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　なし　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒少量含む
　2：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む
 3a：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒微量含む
 3b：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒少量、ロームブロック・炭化物・焼土粒微量含む
 4a：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
 4b：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　やや強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む　
                                                      被熱した粘土ブロックが混入
　5：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒微量含む
　6：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む
  7：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物微量含む
　8：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量含む　周溝
　9：褐色土　（10YR4/6）　粘性　弱　　しまり　やや強　ローム粒少量、ロームブロック多量含む　周溝
10a：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む　貼床
10b：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土少量粒含む　貼床
10c：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む　貼床
11a：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む　SI1（旧）荒掘り
11b：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物微量含む　SI1（旧）荒掘り

SI1（新）P21 
 a：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
 b：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む
 c：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む

SI1（旧）P27 
d：褐色土　（10YR4/4）　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
e：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む
f：褐色土　（10YR4/6）　粘性　中　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
g：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む

０ 2ｍ(S=1/60)

図８　SI1 土層断面図
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第Ⅲ章　調査成果　
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1
2
3

4

5

P1
1：暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロックを少量含む。
2：暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒を少量含む。
3：暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロックを多量に含む。
4：暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロックを少量含む。
5：褐色土　　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロックを・暗褐色土を少量含む。

A A’

1 2
34

P2
1：褐色土　　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロックを多量に含む。
2：褐色土　　粘性　弱　しまり　弱　ℓ1より大型のロームブロックを少量含む。
3：褐色土　　粘性　中　しまり　中　ローム粒・ロームブロックを多量に含む。
4：黄褐色土　粘性　中　しまり　中　ロームブロック主体層。

b b’

1
3

2

SI1P4
1：黒褐色土（10YR3/2）　粘性　弱　しまり　中　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒少量含む
2：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・炭化物少量、ロームブロック・焼土粒多量含む
3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　しまり　強　ローム粒・炭化物・焼土粒少量、ロームブロック多量含む

c c’

1
2

3

P7
1：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　やや強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
2：褐色土　（10YR4/6）　粘性　弱　　しまり　　強　　ロームブロック多量含む　壁面の崩落と考えられる
3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む

e e’

1

2

P8
1：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
2：褐色土　（10YR4/6）　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量含む

f f ’

SI1P9
1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　なし　しまり　　弱　　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
2：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック少量・炭化物少量含む
3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　やや弱　ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む

g g’

1

2

3

P11

1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物少量含む
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　なし　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、焼土粒・炭化物微量含む
3：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量含む

1

3

i’i

P13
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量含む
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック・炭化物少量含む

k k’

1

2

P14
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒多量、炭化物少量、ロームブロック・焼土粒微量含む
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む　

1

2

l l’

P12
1：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む
2：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　なし　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む
3：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　中　しまり　弱　ローム粒・炭化物多量、ロームブロック少量含む

1

2
3

j j’

P17
1：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物微量含む
2：黒褐色土　(10YR2/3)　粘性　なし　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む　
3：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒少量、ロームブロック多量含む　
4：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　中　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む　
5：褐色土　　(10YR4/6)　粘性　中　しまり　強　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物微量含む　
6：黄褐色土　(10YR5/6)　粘性　弱　しまり　強　地山　

1
2
3

4
5 6

o o’

1

P5
1：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む

m m’

P16
1：褐色土　　(10YR4/4)　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物微量含む
2：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量含む　

1
2

n n’

1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　なし　しまり　　強　　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量、焼土粒微量含む
2：褐色土　（10YR4/6）　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量含む　
3：褐色土　（10YR4/6）　粘性　中　　しまり　　弱　　ロームブロック多量含む　壁の崩落土の可能性
4：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む

P19

1 2
3
4

p p’

12

3
4

5

6

P21
1：褐色土　  (10YR4/6)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・炭化物少量、ロームブロック多量含む
2：褐色土　　(10YR4/6)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む　
3：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物微量含む　
4：褐色土　　(10YR4/6)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
5：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　中　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
6：褐色土　　(10YR4/4)　粘性　中　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む

q q’

1
2 2

石

1

P3

P22
1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　強　ローム粒・ロームブロック・炭化物・焼土粒多量含む
2：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　強　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒少量含む
P3
1：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む

d d’

P1 P2 P4

P7 P8 P9

P11 P12 P13 P14 P15

P16 P17 P19 P21

P3・P22

０ 80cm(S=1/40)

図９　SI1 遺構断面図
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第１項　桜井Ｄ遺跡（18 次調査）

　SI1の出土土器は、出土状況から新段階の床面直上ならびにピット内（図12－１～７）、新段階

の覆土（同図８～19）、旧段階ならびに住居構築時の粗掘段階（図13－１～８）に大別できる。

　新段階の床面直上等出土土器には、体部下半回転ヘラケズリを施すロクロ成形の坏（図12－

１～３）が主体をなす。同図５は底部に丸みを持つ非ロクロ成形の坏である。同図４は全体的に

不整形で底面に糸切痕を残す。底部はやや丸底である。口縁外面はミガキを施し、一部黒色処理

もあることから、両黒の土師器を意識したものとみられる。同図６も小型で両面に黒色処理を施

し、外面にミガキを施す。同図７は甕の胴部破片だが、焼成後線刻がみられる。

　同図８～19は新段階覆土の出土土器である。８は口縁が緩やかに外反する甕、９は内外面に

ミガキが施される小型の坏である。口縁の一部は黒色処理とみられ、同図６同様、両黒の土師器

を意識したものとみられる。10～12はロクロ成形の坏で底面は回転ヘラケズリが認められる。

14はロクロ成形の高台坏である。15は甕の底部である。16は両黒の蓋であり、内外面にミガキ

が施される。17・18は墨書土器である。17は「千万」と記されている。19は須恵器の瓶類底部であ

る。

　図13－１～８は床面下の旧段階に相当する出土土器である。１はロクロ成形の小型坏で体部

下半～底部は回転ヘラケズリ調整である。２は口縁が緩く外反する甕である。３は小型の甕で体

部外面に輪積痕を複数段残し、粗いヘラナデが施される。４・５・８は甕の底部である。６・７は須

1
2

P25
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　強　ロームブロック多量、ローム粒・炭化物微量含む
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　中　しまり　強　ロームブロック少量、ローム粒・炭化物微量含む

s s’

P26
1：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　なし　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、　炭化物・焼土粒微量含む
2：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物微量含む　
3：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒多量、　ロームブロック少量、炭化物微量含む　
4：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　　しまり　　弱　　ローム粒多量、ロームブロック微量、炭化物少量含む
5：褐色土　　(10YR4/4)　粘性　中　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック少量含む

1

2 34

5

t t’

石 1
2

3

4

P27　
1：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・炭化物・焼土粒少量、ロームブロック多量含む
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
3：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　中　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒褐ブロック少量混入
4：褐色土　　(10YR4/6)　粘性　中　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量　炭化物・焼土粒微量含む

u u’

1

2

P28　
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　なし　しまり　強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物微量含む　
2：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　なし　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量含む　
※鉄製品出土

v v’ w w’

P29
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・炭化物多量、ロームブロック・焼土粒少量含む
2：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む　

1

2

掘り過ぎ（砂層）

1
2

A

根
a a a

bc c
de

e e

P30
焼土跡

P30
1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　強　ローム粒・炭化物多量、ロームブロック・焼土粒少量含む
2：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む

SI1（旧）荒掘り覆土
a：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　中　しまり　強　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量、焼土粒少量含む
b：褐色土　（10YR4/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック少量含む
c：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
d：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
e：褐色土　（10YR4/6）　粘性　弱　しまり　弱　地山層　

焼土跡
A：黄橙（10YR7/8）　被熱硬化した粘土層　表面に少量の鉄が付着

x x’

P23・24 P25 P26 P27

P28 P29 P32・33

P30・焼土跡・粗掘り

1
2

3
4

土器

y y’

P32
1：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック・炭化物・焼土粒多量含む　
2：暗褐色土　(10YR3/4)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・焼土粒多量、ロームブロック・炭化物少量含む　
3：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・炭化物・焼土粒多量、ロームブロック少量含む
P33
4：暗褐色土　(10YR3/3)　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物・焼土粒多量含む　

1
2
3

4
5 6

P23
1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む
2：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物微量含む
3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物微量含む
P24
1：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　なし　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物少量、焼土粒微量含む
2：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　　しまり　やや弱　ローム粒少量、ロームブロック多量、炭化物微量含む
3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　中　　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物微量含む

r r′

０ 80cm(S=1/40)

図 10　SI1 旧段階遺構断面図
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恵器甕の破片である。

　 SI1からは比較的多くの鉄製品が出土している。図14－１・２は旧段階に伴うP28出土で

ある。１は全長22.0cmを測る軸付紡錘車である。軸部上部を欠損している。円盤部は径4.4cm、

厚さ0.4cmを測る。軸部は円盤部より下部で6.3cm、上部で15.2cm以上を測る。軸部径は0.4～

0.5cmである。２は「カスガイ」とみられる。最大長5.7cm、最大幅2.8cm、厚さ0.4cmを測る。先端

以外の断面形は角状を呈する。両端はやや先細る形状である。３・４は釘である。いずれも頂部は

欠損している。３は最大長9.7cm、断面形はほぼ方形で最大幅0.5cmを測る。４は最大長8.4cm、

最大幅0.7cm、厚さは0.3cmを測り、やや先端が細くなる。３は床面下の粗掘層、４は新段階に

伴うP22出土である。５・６は用途不明製品である。同一個体とみられる。幅は５が0.6cm、６は

1.0cmを測る。厚さは0.1～0.2cmでうすく平たい断面形を呈する。新段階の覆土出土である。

　新段階の床面直上出土土器から、新段階の住居廃絶時期は9世紀前半に位置づけられる。ま

た、貼床下出土土器も同時期に相当し、当該住居は旧段階、新段階を含め9世紀前半の時間幅の

中で営まれたと考えられる。

・２号竪穴住居跡（SI2）　

　調査区の東壁南部付近で検出した。現地表面から約30cmの深さで確認され、黄褐色土層を掘

り込んでいる状況が確認された。確認された遺構の範囲は、西辺と北西角・南西角を確認した。西

辺長は約2.7ｍを測る。堆積状況は、１・２層が近代の耕作土であり、３層から下層がSI2の堆積層

となる。堆積層は３～16層に細分され、堆積状況から廃絶後の自然堆積により埋まったと考え

1
2

34
5 67 8910

11
14

13

1215

16

a
b

土器

16

SI2P1

A A’

SI2土層断面 
 1：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　耕作土
 2：黒褐色土（10YR2/2）　粘性　　中　　しまり　　中　　耕作土
 3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物・焼土粒を微量含む
 4：黒褐色土（10YR2/2）　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ローム粒・焼土粒を少量、炭化物を微量含む　黒色土ブロック中量混入
 5：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒中量、ロームブロック少量含む　黒色土ブロック中量混入
 6：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック少量、炭化物微量含む　黒色土ブロック多量混入
 7：黒色土　（10YR1.7/1）粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック少量含む　黒褐色土ブロック多量混入
 8：黒褐色土（10YR3/1）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック中量、炭化物微量、焼土粒微量含む　黒色土ブロック少量混入
 9：黒褐色土（10YR2/2）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック・炭化物少量、焼土粒を多量含む　黒色土ブロック少量混入
10：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック・炭化物多量、焼土粒を微量含む　7層との境に炭化物多量
11：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック中量含む　
12：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック中量含む
13：褐色土　（10YR4/6）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　地山層の崩落土と考えられる
14：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック少量含む
15：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　　弱　　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量含む
16：褐色土　（10YR4/6）　地山層
SI2P1
a：黒色土　（10YR2/1）　粘性　弱　しまり　弱　暗褐色土中量混入
b：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　弱　ローム粒・ロームブロック多量含む

SI1（新）P21

12 34a
5 67

7

4b
焼

SI3 
 1：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒少量含む
 2：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　やや強　ローム粒多量、ロームブロック少量、炭化物・焼土粒微量含む
 3：暗褐色土（10YR3/3）　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック・炭化物・焼土粒多量含む
4a：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
4b：褐色土　（10YR4/4）　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物少量、焼土粒微量含む
 5：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　弱　しまり　やや弱　ローム粒多量、ロームブロック・炭化物・焼土粒少量含む　
 6：黒褐色土（10YR2/3）　粘性　弱　しまり　　弱　　ローム粒・焼土粒多量、ロームブロック・炭化物少量含む
 7：暗褐色土（10YR3/4）　粘性　弱　しまり　　強　　ローム粒・ロームブロック多量、炭化物・焼土粒微量含む ０ 2ｍ(S=1/60)

図 11　SI2・SI3 土層断面図
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第１項　桜井Ｄ遺跡（18 次調査）

られる。遺物は、土師器片と須恵器片が少量出土したため、SI2は古代の遺構と判断する。住居内

施設はピット１基が確認されたが、その他の遺構は確認されなかった。

　本竪穴住居跡は明確な出土遺物が出土していないことから、詳細な構築時期は不明である。し

かし、本調査区では８世紀後半から９世紀にかけての遺物が出土していることから、当該時期の

所産と考えられる。

・３号竪穴住居跡（SI3）　

　調査区の北壁付近、SI1粗掘りの下層から検出した。SI1旧段階のピットに切られていることか

ら、SI１より古い時期の遺構と判断した。確認された遺構の範囲は南辺と東辺の一部、南東・南西

角が確認されたが、南辺と南東角はSI1の遺構によって一部切掘削されている。南辺は約2.7ｍを

測る。

　住居内施設は確認されなかったが、調査区北壁で確認したSI3の６層から、カマドの一部と考

0 （S=1/3） 10cm

1

SI1 新段階床面・ピット

SI1 新段階覆土

2
3

4
5

6 7

8

9
10

11
12

13

14

15

16
17

18

19

図 12　SI1 新段階出土遺物
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えられる直径約20cmの焼土ブロックが確認されている。

　本竪穴住居跡は重複関係はSI１より古いことから、9世紀前半以前に構築されたと考えられ

る。また、８世紀前半以前の遺物がほぼ出土していないことから、8世紀後半から9世紀前半の所

産である可能性が高いと判断できる。

・遺構外出土遺物

　図13－９～13は遺構外出土土器である。９はロクロ成形の坏である。10は口縁下に稜を持ち

やや外反する口縁を呈する非ロクロ成形の坏である。11は須恵器で、高台付の瓶類底部である。

12・13は墨書土器で、12は外面、13は底面に墨書がある。いずれもロクロ成形である。

0 （S=1/3） 10cm

1

SI1 旧段階（粗掘土）

遺構外

2 3

4

5

6

7

8

9
10

11 12

13

図 13　SI1 旧段階出土遺物
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第１項　桜井Ｄ遺跡（18 次調査）

８．調 査 所 見　今回の発掘調査では、９世

紀前半の竪穴住居跡（SI１）が１軒確認さ

れた。その他２軒の竪穴住居跡は、その他

の出土遺物から、８世紀後半から9世紀の

所産と推定される。またSI１からは、ほぼ

完形の鉄製紡錘車が出土していることも

特筆される。

　　　当該地点に隣接する3次調査（南相馬市

教育委員会2008）、９次調査（南相馬市教

育委員会2019）においても9世紀代の遺

構・遺物が確認されている。桜井D遺跡で

は、これまでに8世紀後半から9世紀中頃

を中心とした集落であることが確認され

ており、本調査地点でもその成果を補強

する成果となった。なお、本地点に隣接す

る９次調査においても本調査地点と同じ

く「千万」と記された墨書土器が出土して

いることも注目される。

　　

　　

　　

　　参考文献

　　南相馬市教育委員会　2008　「南相馬市内遺跡発掘調査報告書４」

　　南相馬市教育委員会　2019　「東日本大震災復興関連遺跡発掘調査報告書２」

1(P28)

2(P28)

３( 粗掘 )

5( 覆土 ) 6( 覆土 )

4(P22)

(S=1/2)０ 5cm

図 14　SI1 旧段階出土遺物（鉄製品）
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写真１　SI1 検出状況 写真２　P6 検出状況

写真３　P6 土層断面 写真４　P22 検出状況

写真５　P7 検出状況 写真６　P9 検出状況

写真７　P12 検出状況 写真８　SI1 床面検出状況
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第１項　桜井Ｄ遺跡（18 次調査）

ＳＩ３

写真９　P23 ～ P26 検出状況 写真 10　P27 検出状況

写真 11　P29 検出状況 写真 12　P32・P33 検出状況

写真 13　SI1 完掘状況 写真 14　SI2 検出状況

写真 15　SI2 完掘状況 写真 16　SI3 検出状況
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第２節　試掘調査成果

第１項　犬塚Ａ遺跡（１～３次調査）

１．調 査 原 因　土砂採取

２．調 査 地 点　南相馬市小高区大富字犬塚地内

３．調 査 期 間　令和２年４月 27 日～９月 28 日

４．調査対象面積　33,802㎡

５．調 査 面 積　  153.7㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　今回の調査では、１～３次にかけての段階的な調査が行われた。開発範囲内に

調査区を合計 46 箇所設定し、埋蔵文化財の有無の確認を行った。調査の結果、開発範囲内か

ら古代の木炭焼成土坑２基、古代の木炭窯跡１基、近代の木炭窯跡５基を確認した。

　　　１次調査では、調査区を 12 箇所設定した。調査の結果、現地表面から約 20cm ～ 50cm の

深さで基盤層である褐色土層を確認した。９Ｔから木炭焼成土坑１基、11 Ｔから木炭窯跡１

基を検出した。遺物は、９Ｔから須恵器甕（図 17 －１）が出土しており、木炭焼成土坑内か

らの出土であることから、古代の木炭焼成土坑であると判断した。また、確認された木炭焼成

１次調査１次調査２・３次調査２・３次調査

０ 200ｍ(S=1/10000)０ 200ｍ(S=1/10000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ

８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ

10Ｔ10Ｔ

31Ｔ31Ｔ

32Ｔ32Ｔ

33Ｔ33Ｔ

34Ｔ34Ｔ

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ ６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ

８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ

10Ｔ10Ｔ
11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ 13Ｔ13Ｔ
14Ｔ14Ｔ

15Ｔ15Ｔ

16Ｔ16Ｔ
17Ｔ17Ｔ

18Ｔ18Ｔ

19Ｔ19Ｔ
20Ｔ20Ｔ
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22Ｔ22Ｔ
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30Ｔ30Ｔ 24Ｔ24Ｔ

25Ｔ25Ｔ26Ｔ26Ｔ

27Ｔ27Ｔ

28Ｔ28Ｔ 29Ｔ29Ｔ

０ 30ｍ(S=1/1500)０ 30ｍ(S=1/1500)

１次調査１次調査

２・３次調査２・３次調査
木炭焼成土坑（古代）

木炭窯跡（古代）

木炭窯跡（近代）

NN

図 15　犬塚Ａ遺跡位置図

図 16　１次～３次調査区位置図
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第２項　犬塚Ａ遺跡（１～３次調査）

土坑は長軸約 100cm、短軸約 60cm、深さ約 40cm を測る。12 Ｔで確認された木炭窯跡には、

炭化物と焼土が確認されているが、炉体部分と考えられる落ち込みが円形であることから近代

の木炭窯跡と判断した。

　　　２次調査では、調査区を 30 箇所設定した。調査の結果、現地表面から約 30cm ～ 60cm の

深さで基盤層を確認した。遺構は 16 Ｔから木炭焼成土坑１基、15 Ｔ・19 Ｔ・28 Ｔ・29 Ｔ

から円形の落ち込みを伴う近代の木炭窯跡４基が確認された。確認された木炭焼成土坑は長軸

約 200cm、短軸約 50cm、深さ約 30cm を測る。内部は全体に炭化物が混じり黒褐色土が堆積

する。24 Ｔ・30 Ｔから楕円形の落ち込みを伴う古代と推定される木炭窯跡１基が確認された。

　　　遺物は 12 Ｔから縄文時代前期と考えられる縄文土器片が１点出土したが、周辺の調査区か

らは確認されなかった。

　　　３次調査では、２次調査の追加調査として 31 Ｔ～ 34 Ｔの４箇所の調査区を設定した。調

査の結果、現地表面から約 30cm ～ 50cm の深さで基盤層を確認した。調査区内から保存協

議を要する遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の調査では、保存協議を要する埋蔵文化財が確認された。そのため、埋蔵

文化財が確認された調査区及び周辺が保存協議の対象となり、開発を行う際は事前に協議が必

要となる。協議の結果、確認された遺構への影響が免れない場合は、記録保存を目的とした発

掘調査が必要となる。

0 （S=1/3） 10cm

1

図 17　犬塚Ａ遺跡１次調査出土遺物
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写真 17　９Ｔ調査状況 写真 18　９Ｔ木炭焼成土坑検出状況

写真 19　15 Ｔ調査状況 写真 20　16 Ｔ調査状況

写真 21　16 Ｔ木炭焼成土坑検出状況 写真 22　18 Ｔ調査状況

写真 23　24 Ｔ木炭窯跡検出状況 写真 24　33 Ｔ調査状況
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第３項　池ノ沢遺跡（４次調査）

第２項　池ノ沢遺跡（４次調査）

１．調 査 原 因　土砂採取

２．調 査 地 点　南相馬市小高区神山字池ノ沢地内

３．調 査 期 間　令和２年５月８日～５月 13 日

４．調査対象面積　8961.94㎡

５．調 査 面 積　       42.8㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　調査では、開発予定地内に調

査区を 11 箇所設定し、埋蔵文化財の有無の

確認を行った。調査の結果、現地表面から約 10cm ～ 30cm の深さで基盤層である褐色土層

を確認した。製鉄に関連した遺構・遺物の検出が予想されたが、調査区内から遺構・遺物は確

認されなかった。

８．調 査 所 見　調査の結果、開発予定地内から保存協議を要する埋蔵文化財は確認されなかっ

た。このことから、改めて保存協議を行う必要はない。しかし、埋蔵文化財包蔵地に該当して

いることから慎重工事による対応が望ましい。

１次調査区１次調査区

２次調査区２次調査区

３次調査区３次調査区４次調査区４次調査区

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ ８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ

10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ

０ 30ｍ(S=1/1500)０ 30ｍ(S=1/1500)

NN

図 18　池ノ沢遺跡位置図

図 19　調査区位置図

写真 25　３Ｔ調査状況

写真 26　６Ｔ調査状況
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第３項　白幡前遺跡（２次調査）

１．調 査 原 因　個人住宅建設

２．調 査 地 点　南相馬市小高区大井字上山畑地内

３．調 査 期 間　令和２年５月 25 日

４．調査対象面積　962.56㎡

５．調 査 面 積　       22㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予定地内

に幅１ｍ×長さ２ｍの調査区を１箇所、幅２ｍ×

長さ 10 ｍの調査区を１箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。１Ｔでは、現地

表面から５cm ～ 10cm の深さで基盤層を確認したが、遺構・遺物は確認されなかった。２Ｔ

では、現地表面から 20cm の深さで基盤層を確認し、柱穴の可能性があるピット４基を確認

した。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、柱穴等の可能性があるピットが確認された。したがって、

開発に際しては、事前に保存協議が必要となる。保存協議の結果、埋蔵文化財の保存が困難な

場合は、記録保存を目的とした、本発掘調査が必要となる。

１次調査１次調査

２次調査２次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

NN

(S=1/2000)０ 50ｍ(S=1/2000)０ 50ｍ

図 20　白幡前遺跡位置図

図 21　調査区位置図

写真 27　１Ｔ調査状況

写真 28　２Ｔ調査状況
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第５項　糟内遺跡（１次調査）

第４項　糟内遺跡（１次調査）

１．調 査 原 因　太陽光発電施設建設

２．調 査 地 点　南相馬市小高区上根沢字糟内地内

３．調 査 期 間　令和２年６月２日

４．調査対象面積　2,846㎡

５．調 査 面 積　     12㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予定

地内に所在する土手を造成工事により削平する

ことから、幅２ｍ×長さ６ｍの調査区を１箇所に設定して、土手の構築年代を確認するために

土手の断割りを行った。土手の構築土からは丸釘等が出土したことから、土手の構築年代は近

代以降と判断される。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、保存協議を必要とする埋蔵文化財は確認できなかったた

め、改めて保存協議を行う必要はないが、周知の埋蔵文化財包蔵地であることから慎重工事に

よる対応とする。

１次調査１次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ

土手土手

NN

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

図 23　調査区位置図

写真 29　１Ｔ調査前状況

写真 30　１Ｔ調査状況

図 22　糟内遺跡位置図
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第５項　小高城跡（６次調査）

１．調 査 原 因　太陽光発電設備設置

２．調 査 地 点　南相馬市小高区小高字金谷前地内

３．調 査 期 間　令和２年６月 15・16 日

４．調査対象面積　3,069.57㎡

５．調 査 面 積　          40㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予定

地内に幅２ｍ×長さ 10 ｍの調査区を２箇所に

設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。

　　　１Ｔでは、調査区東側で現地表面から 70cm ～ 180cm の深さで基盤層に達し、柱穴の可能

性があるピットを５基確認した。調査区西側では、200cm の深さまで掘削したが、基盤層に

は到達せず、東側から西側に向かい傾斜を持つ地形であることを確認した。２Ｔでは、現地表

面から 120cm ～ 200cm の深さで基盤層に到達し、柱穴の可能性があるピットを１基確認した。

また、基盤層が調査区の東側から西側に向かい傾斜していることを確認した。上記の試掘調査

結果から、開発予定地には小高城跡に関連する建物跡等が所在する可能性が考えられる。また、

開発予定地周辺の地形は、東側から小高城の所在する西側へ傾斜しており、小高城の堀として

利用されていたと推測される。

　今回の試掘調査で確認された遺構等は、小高

城跡と一連の遺跡を構成するものと判断される

ことから、現地の地形をふまえて、開発予定地

の周辺を「小高城跡」の範囲として福島県埋蔵

文化財包蔵地台帳に変更増補登録を行い、周知

の埋蔵文化財包蔵地とした。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、柱穴

等の可能性があるピット等の遺構が確認された。

したがって、開発に際しては、事前に保存協議

が必要となる。保存協議の結果、埋蔵文化財の

保存が困難な場合は、記録保存を目的とした本

発掘調査が必要となる。

６次調査６次調査

２次調査２次調査 ４次調査４次調査

５次調査５次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

変更増補範囲変更増補範囲

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

NN

図 24　小高城跡位置図

図 25　調査区位置図
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第６項　小高城跡（６次調査）

写真 32　１Ｔ調査前状況

写真 31　１Ｔ調査状況 写真 33　作業状況

写真 35　２Ｔ調査前状況

写真 34　２Ｔ調査状況 写真 36　２Ｔピット検出状況
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第６項　上渋佐原田遺跡（６次調査）

１．調 査 原 因　集合住宅建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区上渋佐字原田地内

３．調 査 期 間　令和２年６月 18・22 日

４．調査対象面積　2,048㎡

５．調 査 面 積　     96㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予

定地内に幅２ｍ×長さ８ｍの調査区を６箇

所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。試掘調査では、現地表面から約 30cm ～

80cmの深さで基盤層を確認した。基盤層を確認する過程で、遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、保存協議を必要とする埋蔵文化財は確認できなかったた

め、改めて保存協議を行う必要はないが、周知の埋蔵文化財包蔵地であることから慎重工事に

よる対応とする。

１次調査１次調査

２・３次調査２・３次調査

４次調査４次調査

５次調査５次調査

６次調査６次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

NN

図 26　上渋佐原田遺跡位置図

図 27　調査区位置図

写真 37　１Ｔ調査状況

写真 38　４Ｔ調査状況
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第８項　太田切遺跡（１次調査）

第７項　太田切遺跡（１次調査）

１．調 査 原 因　太陽光発電設備設置

２．調 査 地 点　南相馬市小高区大富字熊平地内

３．調 査 期 間　令和２年６月 23・24 日

４．調査対象面積　8,666㎡

５．調 査 面 積　   120㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予

定地内に幅２ｍ×長さ 10 ｍの調査区を６箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。

試掘調査では、現地表面から約 15cm ～ 40cm の深さで基盤層を確認した。４Ｔで土坑を１

基確認した。遺構内からは縄文時代晩期の土器片（図 31 －１）が出土したことから、土坑の

構築時期は縄文時代晩期と考えられる。その他の調査区では、遺物が少量出土したものの、遺

構は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、縄文時代晩期の土坑が１基確認された。したがって、開

発に際しては事前に保存協議が必要となる。保存協議の結果、遺構の保存が困難な場合には、

記録保存を目的とした本発掘調査が必要となる。

１次調査１次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

NN

(S=1/2000)０ 50ｍ(S=1/2000)０ 50ｍ
0 （S=1/3） 10cm

1

Ａ Ａ́
根

地山

ℓ１
ℓ２

ℓ３
ℓ４

ℓ５

地山

根

Ａ Ａ́

N

(S=1/40)０ 1m

SK1

ℓ１　褐色砂質土　粘性　弱　しまり　弱

ℓ２　暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　礫混入

ℓ３　暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ℓ２より礫を多く含む

ℓ４　暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ロームブロック多量含む

ℓ５　暗褐色土　粘性　弱　しまり　弱　ロームブロック多量含む

SK1

図 28　太田切遺跡位置図

図 29　調査区位置図

図 30　SK1 遺構平面・断面図

図 31　SK1 出土遺物
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写真 39　１Ｔ調査状況 写真 40　２Ｔ調査状況

写真 41　３Ｔ調査状況 写真 42　４Ｔ調査状況

写真 43　４Ｔ SK1 検出状況 写真 44　４Ｔ SK1 遺構断面

写真 45　５Ｔ調査状況 写真 46　６Ｔ調査状況
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第９項　池ノ沢遺跡（５次調査）

第８項　池ノ沢遺跡（５次調査）

１．調 査 原 因　土砂採取

２．調 査 地 点　南相馬市小高区神山字池ノ沢地内

３．調 査 期 間　令和２年７月 13 日～７月 31 日

４．調査対象面積　7,489㎡

５．調 査 面 積　  76.1㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　調査では、開発予定地内に調

査区を 15 箇所設定し、埋蔵文化財の有無の

確認を行った。調査の結果、現地表面から約

10cm ～ 25cm の深さで基盤層である黄褐色

土層を確認した。遺物は２Ｔ・４Ｔから羽口

片と鉄滓が少量出土したが、いずれも表土中

からの出土であり、遺構は確認されなかった。

少量の遺物のみが散布していること、調査区

周辺が人為的な造成が行われた地形であるこ

とから、本来存在していた遺構が造成により

消失したと考えられる。

８．調 査 所 見　今回の調査では、一部の調査

区から遺物が確認されたものの、その周辺及

びその他の調査区から遺構・遺物は確認され

なかった。このことから、改めて保存協議を

行う必要はない。しかし、埋蔵文化財包蔵地

に該当していることから慎重工事による対応

が望ましい。

１次調査区１次調査区

２次調査区２次調査区

３次調査区３次調査区４次調査区４次調査区

５次調査５次調査

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ
10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ

13Ｔ13Ｔ

14Ｔ14Ｔ15Ｔ15Ｔ

０ 40ｍ(S=1/2000)０ 40ｍ(S=1/2000)

NN

0 （S=1/3） 10cm

1

図 32　池ノ沢遺跡位置図

図 34　調査区位置図

図 33 池ノ沢遺跡５次調査出土遺物

写真 47　２Ｔ調査状況
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第９項　大井花輪館跡（１次調査）

１．調 査 原 因　個人住宅建設

２．調 査 地 点　南相馬市小高区大井字松崎地内

３．調 査 期 間　令和２年８月３日

４．調査対象面積　1,078㎡

５．調 査 面 積　  23.6㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　調査では、開発予定地内に調査

区を２箇所設置し、埋蔵文化財の有無の確認

を行った。調査の結果、現地表面から約 30cm ～ 40cm の深さで黄褐色土の基盤層を確認した。 

　遺構は１Ｔからピットが 11 基確認され、近代の攪乱層から土師器片が少量出土した。遺構

内から遺物は確認されず、ピットの時期は不明である。しかし、調査が行われた遺跡が舘跡で

あることから、中世段階の遺構の可能性が高い。２Ｔからは遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の調査では、開発範囲内にて保存協議を要する埋蔵文化財が確認された。

しかし、開発計画の内容を確認した結果、埋蔵文化財への影響が最小限であることから改めた

発掘調査及び保存協議の必要はない。ただし、埋蔵文化財包蔵地に該当していることから工事

立会による対応が望ましい。

１次調査区１次調査区

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

NN Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４ａ

Ｐ４ｂ

Ｐ５

Ｐ６ａ

Ｐ６ｂ

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

０ 2ｍ(S=1/100)

N

図 35　大井花輪館跡位置図

図 36　調査区位置図 図 37　１Ｔ遺構平面図
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第 10 項　大井花輪館跡（１次調査）

写真 48　調査前状況 写真 49　１Ｔ調査状況

写真 50　１Ｔピット検出状況① 写真 51　１Ｔピット検出状況②

写真 52　２Ｔ調査状況① 写真 53　２Ｔ調査状況②
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第10項　池ノ沢遺跡（６次調査）

１．調 査 原 因　土砂採取

２．調 査 地 点　南相馬市小高区神山字池ノ沢地内

３．調 査 期 間　令和２年８月４日～８月 13 日

４．調査対象面積　9,327㎡

５．調 査 面 積　65.15㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　今回の調査では、開発予定地

内に調査区を 26 箇所設定し、埋蔵文化財の

有無の確認を行った。また、事前の踏査では廃滓場４箇所、木炭窯跡５基を確認した。

　　　調査の結果、現地表面から約 15cm ～ 60cm の深さで基盤層である黄褐色土層を確認した。

遺構は、９Ｔから木炭焼成土坑１基、23 Ｔから廃滓場を検出した。

　　　９Ｔで確認した木炭焼成土坑は、直径約 120cm、深さ約 50cm を測る。しかし、近代の撹

乱による掘削を受けており、正確な規模は不明である。

　　　23 Ｔで確認した廃滓場は、踏査で確認された箇所を含めて長軸約６m、短軸約４m を測る。

遺物は少量の鉄滓と羽口片が出土した。

　　　その他の調査区では、19 Ｔから微量の鉄滓が出土した。19 Ｔから出土した鉄滓は、斜面上

１次調査区１次調査区

２次調査区２次調査区
３次調査区３次調査区

４次調査区４次調査区

５次調査５次調査

６次調査６次調査

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

７Ｔ７Ｔ

８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ

10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ

13Ｔ13Ｔ

14Ｔ14Ｔ22Ｔ22Ｔ

23Ｔ23Ｔ

16Ｔ16Ｔ

17Ｔ17Ｔ

18Ｔ18Ｔ

15Ｔ15Ｔ

19Ｔ19Ｔ
20Ｔ20Ｔ

21Ｔ21Ｔ

24Ｔ24Ｔ

25Ｔ25Ｔ
26Ｔ26Ｔ

５Ｔ５Ｔ
６Ｔ６Ｔ

廃滓場廃滓場

木炭窯跡木炭窯跡

開発範囲開発範囲

０ 20ｍ(S=1/1000)０ 20ｍ(S=1/1000)

NN

図 38　池ノ沢遺跡位置図

図 39　調査区位置図
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第 11 項　池ノ沢遺跡（６次調査）

方の廃滓場から流れたものと判断し、周辺の確認調査を

行った。しかし、周辺から遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の調査では、開発予定地内から保存協

議を要する埋蔵文化財が確認され、事前の表面調査により、

複数の廃滓場と木炭窯跡を確認している。これらの埋蔵文

化財が確認された箇所での開発行為を行う場合は、事前に

保存協議を要する。協議の結果、保存が困難な場合は、記

録保存を目的とした本発掘調査が必要となる。

カクラン

木炭焼成土坑

0 （S=1/3） 10cm

1 2

図 40　池ノ沢遺跡５次調査出土遺物

写真 54　２Ｔ調査状況 写真 55　４Ｔ調査状況

写真 56　９Ｔ調査状況 写真 57　12 Ｔ調査状況

写真 58　14 Ｔ調査状況 写真 59　23 Ｔ調査状況
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第11項　萱浜原畑遺跡（３次調査）

１．調 査 原 因　事務所建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区萱浜字原畑地内

３．調 査 期 間　令和２年９月 29 日

　　　　　　　　　　　～令和２年 10 月 16 日

４．調査対象面積　2,611㎡

５．調 査 面 積　  79.5㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予定地内に調査区を 13 箇所に設定して、埋蔵文化

財の有無の確認を行った。５Ｔでは、現地表面から 50cm の深さで基盤層に到達し、竪穴住

居跡１軒が確認された。竪穴住居跡の覆土からは古墳時代後期の土師器が出土していることか

ら、構築時期は古墳時代後期と考えられる。

　　　13 Ｔでは、現地表面から５cm ～ 25cm の深さで、褐色を呈する堆積土 L Ⅲが確認された。

このため平面・断面観察を行った結果、この堆積土は地山である黄褐色土が多く混入し、旧表

土と考えられる黒褐色土 L Ⅳの上面に堆積しており、しまりが強いことから、人為的な積土

層と判断した。平成 25 年度に実施した隣接地の２次調査おいても、13 Ｔで確認された積土

層に類似する積土層が確認されており、古墳の墳丘の積土と判断する。今回の調査で、墳丘の

１Ｔ１Ｔ ２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ
７Ｔ７Ｔ ８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ
10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ
12Ｔ12Ｔ

13Ｔ13Ｔ

２次調査区２次調査区要保存協議範囲要保存協議範囲

NN

０ 20ｍ(S=1/1000)０ 20ｍ(S=1/1000)

１Ｔ１Ｔ

13Ｔ13Ｔ

墳丘推定範囲
直径 20ⅿ

直径 15ⅿ

２次調査区２次調査区

NN

０ 10ｍ(S=1/500)０ 10ｍ(S=1/500)

１次調査１次調査

２次調査２次調査

３次調査３次調査

NN

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

図 41　萱浜原畑遺跡位置図

図 42　調査区位置図 図 43　遺構配置図
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サブトレ
Ａ Ａ´

N

N

０ 2ｍ(S=1/60)

０ 2ｍ(S=1/60)

Ａ Ａ´

Ａ Ａ´

Ａ´Ａ
ＬⅠ

ＬⅡａ

ＬⅡｂ

根

根
根

根

ＬⅡｃ

ＬⅢａ

ＬⅢｂ

ＬⅣ

ℓ１
ℓ２ℓ３ ℓ４ ℓ５

ℓ６

ＬⅤ

調査区内堆積土
ＬⅠ　黒褐色土　粘性　弱　しまり　弱
ＬⅡａ　黒色土　粘性　弱　しまり　弱
ＬⅡｂ　黒褐色土　粘性　弱　しまり　弱
ＬⅡｃ　黒褐色土　粘性　中　しまり　弱　ＬⅡｂに類似
ＬⅢａ　暗褐色土　粘性　中　しまり　弱
ＬⅢｂ　暗褐色土　粘性　中　しまり　弱
ＬⅣ　黄褐色土　粘性　中　しまり　弱　地山漸移層
ＬⅤ　黄褐色土　粘性　中　しまり　やや弱　地山

１号住居跡内堆積土
ℓ１　暗褐色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ℓ２　黒色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ℓ３　暗褐色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ℓ４　暗褐色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱　ℓ１より明るい
ℓ５　褐色　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ℓ６　褐色　粘性　やや弱　しまりやや弱

ＬⅠ

根

根 根

ＬⅡ ＬⅢａ

ＬⅢｂ

ＬⅢｃＬⅢｃ

ＬⅤａ
ＬⅣａＬⅣｂ

ＬⅤｂ

ＬⅢａＬⅢｃＬⅣａＬⅣｂＬⅤａ

ＬⅥ

ＬⅥ

調査区内堆積土
ＬⅠ　黒褐色土　粘性　弱　しまり　弱
ＬⅡ　黒色土　粘性　弱　しまり　弱
ＬⅢａ　暗褐色土　粘性　中　しまり　強　黄褐色土ブロックを少量まだらに含む　積土
ＬⅢｂ　暗褐色土　粘性　中　しまり　強　積土
ＬⅢｃ　褐色土　粘性　中　しまり　強　黄褐色土ブロックをまだらに多量含む　積土
ＬⅣａ　黒褐色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ＬⅣｂ　暗褐色土　粘性　やや弱　しまり　やや弱
ＬⅤａ　褐色土　粘性　中　しまり　やや弱　地山漸移層
ＬⅤｂ　黄褐色土　粘性　中　しまり　やや弱　地山漸移層
ＬⅥ　黄褐色土　粘性　中　しまり　やや弱　地山

５Ｔ調査区平面・断面図

13Ｔ調査区平面・断面図

図 44　５Ｔ・13 Ｔ調査区平面・断面図
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積土の西側の裾部を捉えることができた。２次調査結果を踏まえて墳丘の直径を推定した結果、

直径 15ⅿでは積土層が墳丘範囲に収まらず、少なくとも直径 20 ｍ前後の墳丘を持つ古墳と

推定されている。また、構築時期については、出土遺物より古墳時代後期と考えられる。

　　　図 45 は７T 出土遺物である。すべて遺構外出土である。１～５・７は土師器である。１は

体部下半にわずかな稜を持つ土師器坏である。栗囲式後半段階に位置づけられる。２は高坏、３・

４は甕または壺の底部である。底面に木葉痕を残す。５は壺の底部で体部下半にヘラケズリを

施す。７は内湾する口縁で頸部に断面三角状の稜線を持つ。口縁部は横ナデ、体部はヘラケズ

リが施される。これらは古墳時代後期の所産である可能性が高い。６は弥生時代中期後半と考

えられる体部破片である。８は平瓦であり、凹面に布目痕を残す。京塚沢瓦窯跡、泉官衙遺跡

との関連を指摘できる。

　　　その他の調査区では、遺物は出土したものの、遺構は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、開発予定地南側で、古墳時代後期の竪穴住居跡・墳丘が

確認されたことから、保存協議が必要となる。また、開発予定地北側では保存協議を必要とす

る埋蔵文化財は確認できなかったため、改めて保存協議を行う必要はないが、周知の埋蔵文化

財包蔵地であることから慎重工事による対応とする。

0 （S=1/3） 10cm

1 2 3 4

5 6

7

8

図 45　萱浜原畑遺跡３次調査出土遺物
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第 12 項　萱浜原畑遺跡（３次調査）

写真 60　１Ｔ調査状況 写真 61　４Ｔ調査状況

写真 62　５Ｔ調査状況 写真 63　５Ｔ SI1 検出状況

写真 64　５Ｔ SI1 土層断面 写真 65　13 Ｔ調査状況

写真 66　13 Ｔ墳丘積土検出状況 写真 67　13 Ｔ墳丘積土土層断面
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第12項　天梅Ｂ遺跡（２次調査）

１．調 査 原 因　土砂採取

２．調 査 地 点　南相馬市小高区金谷字天梅地内

３．調 査 期 間　令和２年 12 月７日

　　　　　　　　　　　　　  ～令和３年２月１日

４．調査対象面積　57,299㎡

５．調 査 面 積　  400.5㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　今回の調査では、開発予定地内

に調査区を 40 箇所設定し、埋蔵文化財の有無

の確認を行った。また、調査範囲が複数箇所あるため、Ａ～Ｃ区の三つの区画に分けて調査を

行った。調査の結果、開発範囲内に木炭焼成土坑３基、土坑２基、ピット６基を確認した。　　　 
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１次調査範囲１次調査範囲
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図 46　天梅Ｂ遺跡位置図

図 47　調査区位置図



–41–

第 13 項　天梅Ｂ遺跡（２次調査）

　　　Ａ区では、1 Ｔ～ 12 Ｔ・25 Ｔ～ 28 Ｔの 16 箇所の調査区を設定した。調査では現地表面

から約 25cm ～ 30cmの深さで基盤層である褐色土層を確認した。６Ｔから木炭焼成土坑１

基とピット２基、９Ｔからピット３基、11 Ｔから木炭焼成土坑１基、12 Ｔからピット１基と

土坑２基が確認された。

　　　６Ｔでは、隅丸長方形の木炭焼成土坑が確認され、規模は長軸約 150cm、短軸約 100cm、
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21Ｔ21Ｔ

22Ｔ22Ｔ
23Ｔ23Ｔ

24Ｔ24Ｔ

木炭焼成土坑木炭焼成土坑

０ 20ｍ(S=1/1000)０ 20ｍ(S=1/1000)

NN

図 48　Ａ区調査区位置図

図 49　Ｂ区調査区位置図
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深さ約 25cm を測る。

　　　11 Ｔ で は、 や や

歪 ん だ 楕 円 形 の 木

炭 焼 成 土 坑 が 確 認

さ れ、 規 模 は 長 軸

約 100cm、 短 軸 約

60cm、深さ約 20cm

を測る。遺物は、６

Ｔの木炭焼成土坑内

から内面黒色処理の

ロクロ成形の坏が出

土している。そのた

め、出土した木炭焼

成土坑は古代の遺構

と判断した。

　　　12 Ｔ で 確 認 さ れ

た土坑２基は、土坑

内から縄文時代前期

の縄文土器片が出土

している。１次調査

で確認された竪穴住

居跡からも、同様に

縄文前期の縄文土器が出土していることから時期的に一致している。

　　　６・９・11 Ｔで確認されたピットからは、遺物は出土しておらず、時期・性格ともに不明

である。また、遺構以外の出土遺物は、４Ｔ・７Ｔの表土中から縄文時代前期の縄文土器片が

少量出土している。

　　　Ｂ区では、15 Ｔ～ 24 Ｔの 10 箇所の調査区を設定した。調査では、現地表面から約 50cm

～ 80cm の深さで基盤層を確認した。遺構は木炭焼成土坑１基を確認したが、その他の調査区

から遺構は確認されなかった。遺構は隅丸長方形状であり、長軸約 500cm、短軸約 200cm、

深さ約 20cmを測る。遺構内から遺物等は確認されなかったため、時期は不明である。遺物

は 15 Ｔ・17 Ｔ・20 Ｔ・21 Ｔ・24 Ｔから縄文時代前期の土器片が出土したがいずれも表土

からの出土である。Ｂ区の北には、１次調査で確認した縄文時代前期の竪穴住居跡が複数軒存

在し、造成による削平が行われた痕跡も見られる。このことから、今回遺物が出土した層は造

成によって削平された土が堆積したものと考えられる。

　　　Ｃ区では、13 Ｔ・14 Ｔ・29 Ｔ～ 40 Ｔの 14 箇所の調査区を設定した。調査では、現地表

13Ｔ13Ｔ
14Ｔ14Ｔ

29Ｔ29Ｔ

30Ｔ30Ｔ

31Ｔ31Ｔ

32Ｔ32Ｔ

33Ｔ33Ｔ
34Ｔ34Ｔ

35Ｔ35Ｔ

36Ｔ36Ｔ
37Ｔ37Ｔ

38Ｔ38Ｔ

39Ｔ39Ｔ

40Ｔ40Ｔ

木炭窯跡木炭窯跡

１次調査範囲１次調査範囲

０ 20ｍ(S=1/1000)０ 20ｍ(S=1/1000)

NN

図 50　Ｃ区調査区位置図
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第 13 項　天梅Ｂ遺跡（２次調査）

面から約 20cm ～ 120cm の深さで基盤層を確認した。Ｃ区周辺では、１次調査で木炭窯跡３

基が確認されたため、新たな木炭窯跡の検出が予想されたが、調査区内からは、保存協議を要

する遺構・遺物は確認されなかった。また、Ｃ区東部の調査区を設定していない箇所に関しては、

廃棄された大量の土砂により谷が覆われている状態なため、調査区の設定は行わなかった。一

部地表面が確認できる箇所を踏査した結果、木炭窯跡と考えられる焼けた壁面の一部と多量の

炭化物が確認された。１次調査で確認された木炭窯跡と今回確認された木炭窯の位置から、谷

の頂部付近に複数箇所形成する傾向があると考えられ、廃棄された土砂の下層にも複数の木炭

窯跡が検出される可能性が高い。

　　　図 51 に出土土器を示した。１～４は 21T の遺構外出土遺物で同一個体と考えられる。波

状口縁で口縁上半に縄圧痕文と斜位短沈線で文様を描く。体部には羽状ループ文を施す。５は

12TSK3 から出土している。LR 縄文を施す。いずれも胎土に繊維を含み、縄文前期前半に相

当する。

８．調 査 所 見　調査の結果、開発範囲内に縄文時代前期と古代の遺構が確認された。縄文時代

前期の遺構は、１次・２次を通して丘陵頂部の平坦面で検出している。調査が行われたのは遺

跡の西端部であり、東に向かって遺構が広がる可能性が高い。

　　　古代の遺構は、本遺跡の東に所在する製鉄遺跡の「天梅遺跡」とも時期的に一致するため、

１次調査で確認された木炭窯跡も含め製鉄遺跡に関連性のある遺構と考えられる。

　　　１次調査範囲及び２次調査で縄文時代の土坑が確認された 12 Ｔ周辺は保存協議を要する埋

蔵文化財が確認されたため、開発行為を行う場合には事前に保存協議を要し、保存が困難な場

合には記録保存を目的とした本発掘調査が必要となる。

0 （S=1/3） 10cm
1

1~4：21TLⅢ、 5：12ＴSK3

2 3 4

5

図 51　天梅Ｂ遺跡２次調査出土遺物
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写真 68　６Ｔ調査状況 写真 69　６Ｔ木炭焼成土坑検出状況

写真 70　11 Ｔ調査状況 写真 71　11 Ｔ木炭焼成土坑検出状況

写真 72　12 Ｔ調査状況 写真 73　12 Ｔ SK03 調査状況

写真 74　18 Ｔ調査状況 写真 75　18 Ｔ木炭焼成土坑検出状況
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第 14 項　台遺跡（２次調査）

第13項　台遺跡（２次調査）

１．調 査 原 因　農地造成

２．調 査 地 点　南相馬市小高区小谷字台地内

３．調 査 期 間　令和３年１月 28 日～２月 24 日

４．調査対象面積　9,523.5㎡

５．調 査 面 積　      360㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　　佐川　久

　　　　　　　　　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発予定

地内に幅２ｍ×長さ 10 ｍの調査区を 18 箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。

試掘調査では、現地表面から約 30cm～ 40cm の深さで基盤層に到達した。４・９・11 ～

13 Ｔで竪穴住居跡、３～５Ｔで掘立柱建物跡、６Ｔを除くすべての調査区でピットが確認さ

れた。

　　　竪穴住居跡は、全体で６軒が検出された。いずれも竪穴住居跡の一部のみが検出しているこ

とから、明確な規模は不明である。内部から土師器片・須恵器片が出土していることから、古

代の遺構であると判断した。

　　　掘立柱建物跡は、全体で３軒が検出している。調査範囲の南側に設定した３Ｔと４Ｔで確認

されている。内部から竪穴住居跡と同様に土師器片が少量出土しており、ほぼ同時期の遺構と

推測する。

　13 Ｔ SI1 から 10 世紀の赤焼土器が出土して

いることから、10 世紀の集落が展開すると考

えられる。また、調査区内から鉄滓が出土して

いることから、周囲に製鉄関連の遺構が所在す

る可能性が考えられる。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、古代

の集落の一部と考えられる複数の遺構が確認さ

れた。また、調査を行った本遺跡の周辺には中

ノ内遺跡や手子塚遺跡といった古代の遺跡が複

数確認されており、広範囲に集落遺跡が存在し

ていた可能性が考えられる。

　調査を行った開発予定地内は、全体に古代の

集落が広がるため、開発の際には保存協議を要

する。協議の結果、保存が困難な場合は、記録

保存を目的とした本調査が必要となる。

１次調査１次調査

２次調査２次調査

NN

250ⅿ(S=1/10000)０ 250ⅿ(S=1/10000)０

１Ｔ１Ｔ
２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ
４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ
６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ
８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ
10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ
13Ｔ13Ｔ

14Ｔ14Ｔ
15Ｔ15Ｔ

16Ｔ16Ｔ
17Ｔ17Ｔ

18Ｔ18Ｔ

NN

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

図 52　台遺跡位置図

図 53　調査区位置図
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１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

７Ｔ７Ｔ

８Ｔ８Ｔ

９Ｔ９Ｔ

10Ｔ10Ｔ

11Ｔ11Ｔ

12Ｔ12Ｔ

13Ｔ13Ｔ

14Ｔ14Ｔ

15Ｔ15Ｔ

16Ｔ16Ｔ

17Ｔ17Ｔ

18Ｔ18Ｔ

竪穴住居跡竪穴住居跡

SB2SB2

SB1SB1

SB3SB3

SI1SI1

SI2SI2

SI3SI3

SI4SI4

SI5SI5

SI6SI6

掘立柱建物跡掘立柱建物跡

(S=1/800)０ 20m(S=1/800)０ 20m

NN

図 54　遺構配置図
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第 14 項　台遺跡（２次調査）

0 （S=1/3） 10cm

21

図 55　台遺跡２次調査出土遺物

写真 80　４Ｔ SI1 検出状況写真 79　４Ｔピット検出状況

写真 81　９Ｔ調査状況 写真 82　９Ｔ SI2 検出状況

写真 78　３Ｔ柱穴検出状況

写真 76　３Ｔ調査状況

写真 77　３Ｔ掘立柱建物跡検出状況
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第14項　野馬土手（中太田地区）

１．調 査 原 因　商業施設建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区中太田字　

　　　　　　　　　天狗田地内

３．調 査 期 間　令和３年１月６・７日

４．調査対象面積　2,960㎡

５．調 査 面 積　     80㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発

予定地内に幅２ｍ×長さ 20 ｍの調査区を２箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行っ

た。試掘調査では、現地表面から約 90cm ～ 120cmの深さで基盤層を確認した。基盤層を確

認する過程で、遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、保存協議を必要とする埋蔵文化財は確認できなかったた

め、改めて保存協議を行う必要はないが、周知の埋蔵文化財包蔵地であることから慎重工事に

よる対応が望ましい。

調査地点調査地点

葉山（羽山）木戸葉山（羽山）木戸

牛越木戸牛越木戸

NN

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

NN

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

図 56　野馬土手位置図

図 57　調査区位置図

写真 83　１Ｔ調査状況

写真 84　２Ｔ調査状況
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第 16 項　橋本町Ａ遺跡（２次調査）

第15項　橋本町Ａ遺跡（２次調査）

１．調 査 原 因　寄宿舎建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区橋本町地内

３．調 査 期 間　令和３年１月 15 日

４．調査対象面積　989.45㎡

５．調 査 面 積　　　12㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査では、開発

予定地内に幅 1.5 ｍ×長さ８ｍの調査区を

１箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認を行った。試掘調査では、現地表面から約 80cm

の深さでローム層に到達したが、遺構・遺物は確認されなかった。また、ローム層の一部を断

割り、旧石器時代の遺構・遺物の有無の確認に努めたが、遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、保存協議を必要とする埋蔵文化財は確認できなかったた

め、改めて保存協議を行う必要はないが、周知の埋蔵文化財包蔵地であることから工事立会に

より対応することが望ましい。

１次調査１次調査 ２次調査２次調査

NN

０ 100ｍ(S=1/5000)０ 100ｍ(S=1/5000)

１Ｔ１Ｔ

NN

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

図 58　橋本町Ａ遺跡位置図

図 59　調査区位置図

写真 85　１Ｔ調査前状況

写真 86　１Ｔ調査状況
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第16項　陣ヶ崎Ａ遺跡（３次調査）

１．調 査 原 因　個人住宅建設

２．調 査 地 点　南相馬市原町区大木戸字南原地内

３．調 査 期 間　令和３年２月 26 日

４．調査対象面積　431.85㎡

５．調 査 面 積　　 21.7㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　今回の調査では、開発予定地内

に調査区を２箇所設定し、埋蔵文化財の有無の

確認を行った。調査の結果、現地表面から約 50cm ～ 60cm の深さで基盤層である黄褐色土

層を確認した。遺物の散布が想定されたが、調査区内から保存協議を要する遺構・遺物は確認

されなかった。

８．調 査 所 見　調査の結果、開発予定地内から保存協議を要する埋蔵文化財は確認されなかっ

た。このことから、改めて保存協議を行う必要はない。しかし、埋蔵文化財包蔵地に該当して

いることから慎重工事による対応が望ましい。

３次調査区３次調査区

２次調査区２次調査区

１次調査区１次調査区

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

NN

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

０ 30ｍ(S=1/1500)０ 30ｍ(S=1/1500)

NN

図 60　陣ヶ崎遺跡位置図

図 61　調査区位置図

写真 87　１Ｔ調査状況

写真 88　２Ｔ調査状況
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第 18 項　南柚木字仲平後地区

第17項　南柚木字仲平後地区

１．調 査 原 因　太陽光発電設備の設置

２．調 査 地 点　南相馬市鹿島区南柚木字仲平

　　　　　　　　　後地内

３．調 査 期 間　令和２年４月 22 日・23 日　　　　　　　　　　　

４．調査対象面積　 7,225㎡

５．調 査 面 積　　29.9㎡

６．調 査 担 当　埋蔵文化財調査員　濱須　脩

７．調 査 成 果　調査では、開発予定地内に、

調査区を６箇所設定し、埋蔵文化財の有無の確認を行った。調査の結果、現地表面から約

10cm ～ 50cm の深さで基盤層である褐色土層と白色岩盤層を確認した。基盤層より上層は造

成による盛土であり、１Ｔ～５Ｔでは盛土直下に岩盤層が確認されていることから本来の地形

が削平されていると考えられる。また、調査区内から遺構・遺物は確認されなかった。

８．調 査 所 見　調査の結果、開発予定地内から保存協議を要する埋蔵文化財は確認されなかっ

た。このことから、改めて保存協議を行う必要はない。

０ 400ｍ(S=1/20000)０ 400ｍ(S=1/20000)

NN

１Ｔ１Ｔ
２Ｔ２Ｔ

３Ｔ３Ｔ

４Ｔ４Ｔ

５Ｔ５Ｔ

６Ｔ６Ｔ

０ 50ｍ(S=1/2500)０ 50ｍ(S=1/2500)

NN

図 62　南柚木字仲平後地区位置図

図 63　調査区位置図

写真 89　２Ｔ調査状況

写真 90　６Ｔ調査状況
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第18項　泉字町池地区

１．調 査 原 因　市道改良

２．調 査 地 点　南相馬市原町区泉字町池地内

３．調 査 期 間　令和３年１月 13・14 日

４．調査対象面積　6,084 ㎡

５．調 査 面 積　　　６㎡

６．調 査 担 当　主任文化財主事　佐川　久

７．調 査 成 果　今回の試掘調査は、開発予

定地内の東側に国指定史跡「泉官衙遺跡」

が所在しており、関連する埋蔵文化財が発見される可能性があることから実施した。試掘調査

は、開発予定地内に幅１ｍ×長さ３ｍの調査区を２箇所に設定して、埋蔵文化財の有無の確認

を行った。試掘調査では、現地表面から約 120cm の深さまで掘削を行ったが、基盤層には到

達せず、調査区内には圃場整備に伴う盛土の堆積が認められた。盛土内からの遺物の出土は認

められなかった。

８．調 査 所 見　今回の試掘調査では、保存協議を必要とする埋蔵文化財は確認できなかったた

め、改めて保存協議を行う必要はない。

泉官衙遺跡泉官衙遺跡
広畑遺跡広畑遺跡

調査地点調査地点

NN

０ 500ｍ(S=1/25000)０ 500ｍ(S=1/25000)

１Ｔ１Ｔ

２Ｔ２Ｔ

NN

０ 100ｍ(S=1/3000)０ 100ｍ(S=1/3000)

図 64　泉字町池地区位置図

図 65　調査区位置図

写真 91　１Ｔ調査状況

写真 92　２Ｔ調査状況
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12-412-4

12-812-8

12-112-1

12-612-6

12-812-8

12-1412-14 12-1612-16 12-1912-19

13-313-3
13-413-413-113-1

13-613-6

13-913-9 13-1113-11 13-1213-12 13-1313-13

13-813-8

12-512-5

12-1312-13

12-1512-15

12-1812-18

桜井D遺跡（18 次調査）桜井D遺跡（18 次調査）

写真 93　出土遺物写真１
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14-114-1

14-314-314-614-6 14-414-414-514-5

31-131-1 45-145-1

45-345-3

45-545-5

51-151-1 51-251-2 51-351-3 51-551-5

45-645-6

天梅 B遺跡 2次調査天梅 B遺跡 2次調査

太田切遺跡（1次調査）太田切遺跡（1次調査） 萱浜原畑遺跡（３次調査）萱浜原畑遺跡（３次調査）

桜井D遺跡（18 次調査）桜井D遺跡（18 次調査）

45-745-7 45-845-8

45-445-4

14-214-2

写真 94　出土遺物写真 2
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図表 
番号

図内 
番号

遺跡名 
（調査名）

遺構 出土位置 器種 口径 底径 器高
残存
率

外面 内面 底部 備考

12 1 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P22 底面 土師器坏 15.2 8.0 4.9 20%
口：ロクロナデ　体部：上部
ロクロナデ、下部回転ヘラケ
ズリ

ミガキ　黒色処理 回転ヘラケズリ

12 2 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P22ℓ 1 土師器坏 13.6 9.0 2.7 30%
口：横ナデ　体：上部ロクロ
ナデ、下部回転ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理
回転糸切り後外周回
転ヘラケズリ

12 3 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 床面 土師器坏 7.2 40% ロクロナデ ミガキ　黒色処理
回転糸切り後外周回
転ヘラケズリ

12 4 桜井 D 遺跡 18 次 SI1
床面、
覆土

土師器坏 13.6 8.0 4.8 70%
口：ミガキ　黒色処理　体：
ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理
回転糸切り後ヘラケ
ズリ

12 5 桜井 D 遺跡 18 次 SI1
床面・
覆土

土師器坏 15.2 7.4 3.3 40%
口：横ナデ　体：上部ナデ、
下部ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理 ヘラケズリ

12 6 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P6 土師器坏 10.4 25%
口：ミガキ　体：上部ミガキ、
下部ヘラケズリ　黒色処理

ミガキ　黒色処理 ヘラケズリ

12 7 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 貼床 土師器甕 ヘラケズリ・焼成前沈線 ナデ・輪積痕

12 8 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土 土師器甕 17.4 25% 口：横ナデ　体：ヘラケズリ
口：横ナデ　体：ヘ
ラケズリ

12 9 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土 土師器坏 11.6 6.0 3.7 30%
口：ミガキ　黒色処理　体：
上部ミガキ、下部ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理 ヘラケズリ

12 10 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土下層 土師器坏 9.4 25%
体：上部ロクロナデ、下部ヘ
ラケズリ

ミガキ　黒色処理
回転糸切り後外周回
転ヘラケズリ

12 11 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土上層 土師器坏 7.8 100%
体：上部ロクロナデ、下部回
転ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理 回転ヘラケズリ

12 12 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土 土師器坏 9.2 60% ロクロナデ ミガキ　黒色処理 回転ヘラケズリ
12 13 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土中層 土師器甕 8.6 40% ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ
12 14 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土中層 土師器坏 ロクロナデ ミガキ　黒色処理 ナデ・ミガキ

12 15 桜井 D 遺跡 18 次
SI1・

確認面
覆土 土師器甕 8.4 25% ヘラケズリ ナデ ナデ

12 16 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土上層 土師器蓋 ミガキ　黒色処理 ミガキ　黒色処理
12 17 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土 土師器坏 回転ヘラケズリ ミガキ　黒色処理 回転ヘラケズリ 墨書
12 18 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土上層 土師器坏 5.6 回転ヘラケズリ ミガキ　黒色処理 回転ヘラケズリ 墨書（千万）

12 19 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 覆土 須恵器坏 8.8 25% ロクロナデ ロクロナデ
回転ヘラケズリ後ナ
デ

13 1 桜井 D 遺跡 18 次 SI1
貼床下、周

溝
土師器坏 10.6 5.8 3.2 100%

口：横ナデ　体：上部ロクロ
ナデ、下部回転ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理
回転ヘラケズリ後一
部ミガキ

13 2 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P33 土師器甕 16.9 25% 口：横ナデ　体：ヘラケズリ
口：横ナデ　体：ヘ
ラナデ・輪積痕

13 3 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P33 土師器甕 12.8 25%
口：横ナデ　体：指ナデ・輪
積痕

口：横ナデ　体：ヘ
ラケズリ・ナデ・輪
積痕

13 4 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P33 土師器甕 10.6 40% ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ後ナデ
13 5 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P33 土師器甕 8.8 25% ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ
13 6 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 貼床下 須恵器甕 ロクロナデ ロクロナデ
13 7 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 P31 須恵器甕 タタキ 当て具痕
13 8 桜井 D 遺跡 18 次 SI1 貼床下 土師器甕 13.0 25% ヘラケズリ ヘラナデ ナデ

13 9 桜井 D 遺跡 18 次 確認面 土師器坏 6.0 50%
体：上部ロクロナデ、下部ヘ
ラケズリ

ミガキ　黒色処理 ヘラケズリ

13 10 桜井 D 遺跡 18 次 確認面 土師器坏 口：横ナデ　体：ヘラケズリ ミガキ　黒色処理
13 11 桜井 D 遺跡 18 次 確認面 須恵器瓶 7.6 25% ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り

13 12 桜井 D 遺跡 18 次 確認面 土師器坏
回転糸切り後ヘラケ
ズリ

墨書

13 13 桜井 D 遺跡 18 次 確認面 土師器坏 ロクロナデ ミガキ　黒色処理 墨書
17 1 犬塚 A 遺跡 1 次 ９T L I 須恵器甕 タタキ 当て具痕
31 1 太田切遺跡 1 次 ６T L I 縄文土器深鉢 網目状撚糸文 ナデ 縄文晩期
45 1 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I ～Ⅲ 土師器坏 15 60% 口：横ナデ　体：ヘラケズリ ミガキ　黒色処理？
45 2 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I・II 土師器高坏 50% ヘラケズリ ミガキ
45 3 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I・II 土師器甕 5.4 75% ヘラケズリ ナデ 木葉痕
45 4 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I・II 土師器甕 7 30% ヘラケズリ ナデ 木葉痕

45 5 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I ～Ⅲ 土師器壺 5 100% ヘラケズリ ナデ
ヘラケズリ、ヘラナ
デ

45 6 萱浜原畑遺跡 3 次 ９T L I・II 弥生土器壺 ０段多条（L 3r） ナデ

45 7 萱浜原畑遺跡 3 次 ７T L I ～Ⅲ 土師器鉢
口：横ナデ　頸：ナデ　体：
ヘラケズリ

ナデ

51 1 天梅 B 遺跡２次 21T L Ⅲ 縄文土器深鉢
口：縦位沈線列　体：縄圧痕
文・斜位沈線

ナデ

繊維
同一個体

51 2 天梅 B 遺跡２次 21T L Ⅲ 縄文土器深鉢
体：上部斜位沈線・縄圧痕文、
下部ループ者

ナデ

51 3 天梅 B 遺跡２次 21T L Ⅲ 縄文土器深鉢 羽状ループ文 ナデ
51 4 天梅 B 遺跡２次 21T L Ⅲ 縄文土器深鉢 羽状ループ文 ナデ
51 5 天梅 B 遺跡２次 12TSK3 縄文土器深鉢 LR 縄文 ナデ 繊維

55 1 台遺跡 2 次 13TSI1 ℓ 3 赤焼土器皿 10.4 4.8 1.1 40% ヘラケズリ・ロクロナデ ナデ 回転糸切り
55 2 台遺跡 2 次 13TSI1 ℓ 3 赤焼土器皿 5.2 ロクロナデ ナデ 回転糸切り

表２　出土遺物観察表
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所 収 遺 跡 所 在 地
コ ー ド 北 　 　 緯 

東 　 　 経
調 査 期 間

面 積（ ㎡）調 査 原 因市 町 村 上 段 : 着 手
遺 跡 番 号 下 段 : 完 了

桜井 D 遺跡 
18 次調査

南相馬市原町区　
上渋佐字原田

212500175
37°38′19″ 

140°59′39″
20201022 
20201130

74.9
個人住宅建設

犬塚 A 遺跡 
１～３次調査

南相馬市小高区 
大富字犬塚

212200461
　37°33′56″ 
140°56′01″

20200427 
20200928

153.7
土砂採取

池ノ沢遺跡 
４次調査

南相馬市小高区　
神山字池ノ沢

212500628
37°31′15″ 

140°58′14″
20200508 
20200513

42.8
土砂採取

白幡前遺跡 
２次調査

南相馬市小高区 
大井字上山畑

212500633
37°34′17″ 

140°00′28″
20200525 22

個人住宅建設

糟内遺跡 
１次調査

南相馬市小高区 
上根沢字糟内

212500630
37°32′42″ 

140°55′45″
20200602 12

太陽光発電 
設備設置

小高城跡 
６次調査

南相馬市小高区 
小高字金谷前

212500460
37°34′09″ 

140°59′31″
20200615 
20200616

40
太陽光発電 
設備設置

上渋佐原田遺跡 
６次調査

南相馬市原町区 
上渋佐字原田

212500348
37°38′11″ 

140°59′55″
20200618 
20200622

96
集合住宅建設

太田切遺跡 
１次調査

南相馬市小高区 
大富字熊平

212500583
37°34′07″ 

140°56′42″
20200623 
20200624

120
太陽光発電 
設備設置

池ノ沢遺跡 
５次調査

南相馬市小高区 
神山字池ノ沢

212500628
37°31′13″ 

140°58′15″
20200713 
20200731

76.1
土砂採取

大井花輪遺跡 
１次調査

南相馬市小高区 
大井字松崎

212500520
37°34′03″ 

141°00′29″
20200803 23.6

個人住宅建設

池ノ沢遺跡 
６次調査

南相馬市小高区 
神山字池ノ沢

212500628
37°31′14″ 

140°58′10″
20200804 
20200813

65.15
土砂採取

萱浜原畑遺跡 
３次調査

南相馬市原町区 
萱浜字原畑

212500353
37°37′56″ 

141°00′10″
20200929 
20201016

79.5
事務所建設

天梅 B 遺跡 
２次調査

南相馬市小高区 
金谷字天梅

212500741
37°33′13″ 

140°55′50″
20201207 
20210201

400.5
土砂採取

台遺跡 
２次調査

南相馬市小高区 
小谷字台

212500607
37°33′55″ 

140°57′47″
20210128 
20210224

360
農地造成

野馬土手 
中太田地区

南相馬市原町区 
中太田字天狗田

212500291
37°37′08″ 

140°57′23″
20210106 
20210107

80
商業施設建設

橋本町 A 遺跡 
２次調査

南相馬市原町区 
橋本町

212500180
37°38′01″ 

140°57′47″
20210115 12

寄宿舎建設
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陣ヶ崎 A 遺跡 
３次調査

南相馬市原町区 
大木戸字南原

212500194
37°36′51″ 

140°56′12″
20210226 21.7

個人住宅建設

南柚木字仲平後
地区

南相馬市鹿島区 
南柚木字仲平後

37°43′36″ 
140°58′30″

20200422 
20200423 29.9

太陽光発電 
設備設置

泉字町池地区 南相馬市原町区 
泉字町池

37 °39 ′01 ″ 
141°00′15″

2 0 2 1 0 1 1 3 
20210114 6

歩道新設

所収遺跡 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
桜井 D 遺跡 
18 次調査

散布地 弥生・古墳・奈良・平安 ― 弥 生 土 器・
土師器

犬塚 A 遺跡 
１～３次調査

散布地 縄文・古墳・奈良・平安 ― 縄 文 土 器・
土 師 器・ 石
斧・石匙

池ノ沢遺跡 
４次調査

製鉄跡 奈良・平安 廃滓場 羽口・炉壁・
鉄滓

白幡前遺跡 
２次調査

散布地 縄文・古墳 ― 縄 文 土 器・
土師器

糟内遺跡 
１次調査

散布地 古墳・奈良・平安 ― 土 師 器・ 須
恵器

小高城跡 
６次調査

城館跡 中世・近世 郭・ 土 塁・
壕跡

―

上渋佐原田遺跡 
６次調査

散布地 弥生・古墳・平安 ― 土 師 器・ 須
恵器・刀子

太田切遺跡 
１次調査

窯跡・散布地 奈良・平安 木 炭 窯 跡・
土坑・溝跡

土 師 器・ 須
恵器

池ノ沢遺跡 
５次調査

製鉄跡 奈良・平安 廃滓場 羽口・炉壁・
鉄滓

大井花輪遺跡 
１次調査

城館跡 中世・近世 ― ―

池ノ沢遺跡 
６次調査

製鉄跡 奈良・平安 廃滓場 羽口・炉壁・
鉄滓

萱浜原畑遺跡 
３次調査

散布地 弥生・古墳・奈良・平安 ― 弥 生 土 器・
土 師 器・ 須
恵器

天梅 B 遺跡 
２次調査

散布地・集落跡 奈良・平安 堅穴住居跡・
土 坑・ 木 炭
窯跡

縄文土器

台遺跡 
２次調査

散布地 古墳・奈良・平安 ― 土 師 器・ 須
恵器

野馬土手 
中太田地区

その他 近世 土手・堀 ―

橋本町 A 遺跡 
２次調査

散布地 ― ― 旧石器

陣ヶ崎 A 遺跡 
３次調査

散布地 縄文 ― 旧 石 器・ 打
製石

南柚木字仲平後
地区

― ― ― ―

泉字町池地区 ― ― ― ―
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